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どハジな図形の面矛責も

早く キモト・プラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上

簡単に繁二走鑪鱒鰭晃
学的に円筒軸方向に走査しますと、白い図

形部分のみが反射光となって光電管に受光

されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累種することによっ

て、図形の面積を平方センチメートルで表

示する高精度のデジタル面祇測定機です。

キモト・プラニは、機構部、独立同期電源

部および、カウンタ一部分よりなっており

ます。

本機は地図、地質調査、土木、建築、農業

土地利用、森林調査等各部門に広く活用で
きます。
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キモト･万里
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林業界待望の／

林業語彙
和英

英和

松
日
尾兎洋監修

本林業技術協会編

一

よ刊行いよい

林業技術者，研究者の国際交流もますます盛んになって来ている現在，林業人にも外国

語の素養が要求されるようになりました。

日本林業技術協会ではその要求を満すべく，林業技術用語はもちろん，林業各分野の実

用語を網羅した，和英・英和どちらにも使える用語集の刊行を企画し，このたび発刊の運

びとなりました。

I

仁測仮売切れの場合，第2回配本まで相当時日を要しますので，お早くお申込み下さいq
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送料・サービスいたします。一

体裁・その他□B6約600ページ特製本

○表紙は丈夫で美しいファンシーカーフ

○用紙は裏うつりしない厚手インディアンペーパー

○印刷は仕上りのよいオフセット両面刷機使用

○活字は見やすいタイムズニューロマンを使用

○使いやすい見出し用ツメを印刷リボン2本付
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自 然保護と林業

四手井綱英

(京都大学・教授）

わが国には自然保護，もしくはそれに近い自然状態の保護の制度として，文

部省の天然記念物，厚生省の国立公園特別地域，農林省国有林の学術参考林な

どがある。この他に類似した機能をもつものには保安林制度があり，このなか

の風致林などは最も自然保護に類似した自然景観の保存であり，水源かん養林

なども一種の自然保護といえよう。

いずれも主として陸上の自然保謹が主体で，河川や海域の保護にはあまり関

心がはらわれなかったようであるが，最近海中公園として沿岸の特殊な海域，

たとえばサンゴ群生地などを保護しようとする制度ができつつある。

近年各種産業の発達に伴い，一方では自然の破壊が開発といわれる形で進行

し，工業用地造成のための沿岸，湖沼の埋立て，低山帯の用地造成，奥地林の

林業的開発，電源開発，観光開発などという名目で，急速にわが国固有の自然

が破壊されている。他方この目にあまる破壊の進行に抵抗する思想や主張も急

速に進展し，また自然開発に伴う各種の公害が続出して，各地で開発と保護が

対立する考え方として常に現われるようになって来た。

ここで考えねばならぬことは，はたして開発と保護が対立する思想であり行

為であるかということである。

もともと自然保護ということは，たんにその国固有の自然を保存し保護する

ばかりでなく，陸地や水域，動物や植物を一層よく利用するために，自然力が

いかに活動しているかを科学的に研究する場を残すことでもあり，開発による

各種公害をふせぐためでもあると考えられる。

いいかえれば，開発を反自然的でなく，従自然的なものとして，国民に健全

な活動の場を与えるためのものが自然保謹であるといえよう。

こう考えれば自然保護は決して自然開発に反することではない。自然開発を

行なう基礎知識を得るため開発に伴う害を防ぐためには是非行なわねばならな

いことなのである。

その意味で林業的立場からも，非常に特殊な自然を保存するばかりでなく，

わが国に最も普遍的に分布する各種の天然林型を将来とも十分な広さで各地に

保存し，保護しなければならない。そこで学ぶことは森林の最上の開発方法を

示してくれるはずである。

また開発地と保護地の均整な配徹こそ将来とも必要なことでもあろう。

－1－－－‐



することが答申されたのである。これに要する経費は用

地買収費も含めておおよそ9億円であるといわれてい

る。

この話題は都市圏，あるいは工業地帯における自然保

謹についての種々 な問題を提供してくれる。すなわち，

このような人工的環境の中でも自然保護は達成できるこ

と，自然保謹の対象である野鳥を守るには人工的な｢島」

を作ることが必蕊であること，そして，このような『島」

を開発地域の爽中に確保する運動を主として若い世代の

人たちが推進したこと，千葉県がこの運動の趣旨を全面

的に受け入れてそれに対応したことなど，これらのこと

はすべて，わが国においては稀有に近いことであるので

今後のこの種の自然保護の問題解決への大きな手がかI)

となることであろう。

次の話題は，都市圏を離れた国立公園の中の自然保護

についてのものである。今年に入ってから，屋久島の杉

を守ろうという提案が屋久杉を守る会から出されてい

る。

屋久島の主要部分は霧島屋久国立公園の区域に編入さ

れており，その保謹計画は厚生省から農林省に協議され

昭和39年にすでに決定されている。この保護計画はもち

ろん，林業開発と自然保謹との調整力量なされたものであ

り，その大略は次のようなものである。すなわち，屋久

島の国立公園而職18,961haのうち，厳格に自然保護をは

かり，林木の伐採を行なわない地域を6,100haとし，残

りの12,861haの地域の大部分を森林施業を全面的に認

める地域とするというものである。前者の地域が特別保

謹地区であり，後者の地域が第3種特別地域である。

屋久鳥の国立公園区域のほとんどは国有林であり，そ

こは相当大規模な林業開発が行なわれていたのであり，

いきおい，開発と自然保護との調整も，地域的に林木の

伐採をするか，しないかという配分をすることとならざ

るをえなかったわけである。伐り方の方法，すなわち，

自然の保護にも十分留意する集約峨伐採方法である択
伐方式などは，立地条件から見ても困難であったので，

前述のような調盤の仕方を選んだわけである。

ところが問題は皆伐作業を行なっている第3種特別地

域から起こってきたのである。すなわち，屋久杉を守る

会がいう貴重な屋久杉を伐り過ぎるという地域はこの第

3種特別地域内である。

さいわい，林野庁でも，この問題について本年7月，

現地鯛査を実施し，これらの地域における対応策を検討

することとなったので，厚生省としてもその結果を見て

林野庁と話合いをすることにしている。

この話題もまた，国立公園など，大自然の中における

自然保護の問題点

大井道夫

(厚生省・国立公園部）
ｰ

1はしがき

最近，ようやく自然保護､､問題が新聞，雑誌，テレビ

などでやかましく論じられるようになってきた。しか

し，この問題が担当する範囲は，ほとんどわが国全土の

しかも各種の開発についてのあらゆる事象におよんでお

り，また，この問題の本質は人間存在の本質にかかわる

ことであるので，それを解明することは至難に近いこと

である。したがって，自然保謹についての論議も，ある

いは漠然としていたり，あるいは行過ぎがあったりして，

なかなか正鵠を得たものが少ないように思われる。

わたくしも自然保謹の行政に携わる一員として，この

問題について，ここで少し者察を加えてみたいと考える

が，まず，自然保識をめぐる最近の話題から筆を進める

ことにしよう。

2最近の話題

わたくしは妓近，20～30人の学生有志の集まりに引

張り出されて自然保謹についての講義をさせられてい
I"んに堅

る。この学生諸君は新浜を守る会と日本鳥類保護連盟と
雲名うとく

のメンバーであり，千葉県の市川市行徳の東京湾に面す

る海岸一新浜の野鳥をその周辺の開発から守るための運

動を推進して来た諸君である。

新浜は江戸川放水路と江戸川本流にかこまれた海岸で

あり，昔から野鳥の多いところとして有名であり，わが

国の野鳥440種のうち，230種がこの海岸で観察されるそ

うである。しかし，この一繕は京葉工業地箒のど真中に

あり，その周辺では埋め立て，道路，鉄道，港湾などの

開発が急ピ､ソチで行なわれているのである。そして，こ

の開発の鈍先が新浜に向けられようとした時，三人の女

子学生によって，新浜を守る会が発足し，今日まで野鳥

保護の運動が展開されてきたのである。

この運動は一応成功し，昨年1月，千葉県に行徳問題

審議会ができ，新浜に野鳥の楽園60haを人工的に造成

《
》
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自然保謹についての種々の問題を含んでいるが，そのう

ち最大の問題は開発と自然保護の調整ということであろ

う。一口に調整といえば簡単であるが，実際の調整はな

かなかむずかしいことであり，しかも，その調整も時代

の進行とともに微妙な変化をしなければならないもので

‘ある。いずれにしても林野庁がさっそく，その対応策を

検討されることになったことは喜ばしいことである。

次の話題は，ごく最近，新聞紙上で大きく報じられた

ことであり，読者の記憶も新しいことと思われるカミい

わゆる日光の太郎杉問題についての宇都宮地方裁半蛎の

判決が出たことである。

円光の太郎杉問題とは，日光国立公園の幹線道路であ

る国道日光沼田線の改良事業にかかわる自然保謹問題で

あり，この道路が国立公園へ入る入口にある老杉，太郎

杉ほか10数本の杉が道路の幅拡改良工事によって伐採さ

れることの可否をめぐる争いである。

このことは，長い期間にわたって自然公園審議会にお

いて代案もいくつか検討され，論じられてきたのである

が，国立公園の利用の利便を者癒して，老杉の伐採もや

むをえないと踏み切ったのであり，厚生省においても昭

和39年にこの道路事業を承認したわけである。

その後，建設省および栃木県では，太郎杉を含む一帯

の土地所有者である日光東照宮との話合いのつかないま

ま，諸般の手続きを行なったわけであるが，これを不服

とする日光東照宮が裁判をおこしたのである。そして，

その判決がこの4月9日に出たのであるが，それは東照

宮側の主張をほぼ全面的に認めたものであった。

判決理由は細かくいろいろあるが，おおまかにいえば

現在における自然保護の必要性を強調したものであり，

道路には代替性はあるが，太郎杉のよ.うな貴重な自然に

ば代替性がないというものであった。

この話題は，やはり国立公園における自然保護上の諸

問題を含んでおり，特に，公園利用と自然保護との競合

ということ，また，この競合において自然保謹に軍配が

あがったこと，しかも，その軍配は公正な裁判所があげ

たことなどはきわめて意義があるものである。

かつて事業の承認をし，太郎杉の伐採もやむをえない

と踏み切った厚生省の立場は，この判決によってきわめ

て微妙なものとなったが，自然保謹行政の歴史から見て

この判決は大きなエポックになることは頚実であろう。

最近の新聞などをにぎわした自然保謹についての話題

3題を解説してみたが，いずれの場合も，朋発に対応す

る自然保護が開発より優位に立つように処理されている

のである。このようなことは，一昔前なら篝えられない

ことである。そして，このこと發別ないい方をすれば．

現XEのわが国では，逆に開発が急速度で，しかも大規模

に行なわれつつあるということであり，それだけ自然が

失われつつあるということである。

3自然保謹思想の変遷

開発と自然保謹とはもともと，ものの表裏と同じ関係

にあり，開発力錐めば進むほど，自然保誕思想が大きく

なるのであるが，このことをヨーロッパを中心として，

歴史的な流れの中で説明してみよう。

ヨーロッパにおける自然保護思想の萠芽というような

ものは，ルネッサンス時代にすでに見られるのである。

自然を大切にしようという呼びかけは，主として野生動

植物や自然風景に興味をもった画家や文箪家によって提

唱されたのが初まりである。自然をなぜ大切にしようと

するか，それは美しいからであり，それは人間の精神を

はぐくんでくれるからである。

しかし，この時代の開発はまだ，そう大規模なもので

なかったので，自然保護の呼びかけもそう切実なもので

はなかった。このような時代は，ほぼ15世紀から18世紀

までにかけてであった。

ヨーロッパにおける学問の対象となりえる庭園が出は

じめたのは15世紀ごろからであるが，自然保説思想の胚

胎とそれはほぼ同時期であることもあながち偶然の一致

とはとれないであろう。そのいずれも，自然を対象とし

たものであり，また，両者ともルネッサンスという人間

復興の気巡と関係があるからである。

18世紀中ごろから，いわゆる機械文明が興隆しだし，

近代産業が急速に発展し，自然の開発が日を追って盛ん

となりだしたのであるが，このころから自然保謹思想も

勢いを除々にではあるが増してきたのである。そして，

自然保謹のための具体的な政策も樹立されはじめたので

ある。すなわち，19世紀の後半になり，世界妓初の国立

公園がアメリカ大陸の一角，イエローストン地域に設定

され，開発に対する国家の手による自然保護を明確に打

ちだしたのである。20世紀に入るとカナダ，メキシコ，

日本，フィリッピン，ヨーロッパの諸国などで，国立公

園のような自然公園や自然保護地域が続々として誕生し

てきたのである。また，ドイツのワイマール憲法には自

然保謹は国家の蕊務であることが規定されたし，イギリ

スではナショナル・トラストが設立され，文化財やIﾖ然

などの保謹が民間団体によって図られるようになってき

た。

20世紀の後半に入ると，自然開発は今まで人類の想像

しえなかった多様性と規模と速度とをもって進行しだし

自然は急速にその姿を地球上から消滅しつつあるのであ

－3－
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り漠然としたものであり，そこにこそ第一の問題点が存

在するのである。この問題点を解明するには，自然につ

いてかなり正確な理論を展開することが必要であり，ま

た，その理論によって現実の諸問題を整理してみなけれ

ばならないであろう。

ここで，開発と自然保護との関係をもう一度考えてお

こう。巷間，自然保護思想があまりに強すぎるため，す

べての開発は人類の危険思想であるというような意見が

伝えられたり，あるいはまた，人間を無視した自然保護

が叫ばれたりして，自然保護思想が混乱している傾向も

見られるからである。

開発とは自然に人工を加えることによって人間生活に

利便を供給する行為であって，この行為は人類が地上に

誕生して以来，自然に対してとってきた基本的な態度で

ある。そして，この思想こそ文明を今日のように花咲か

せて来たものであり，わたくしたちはま義この事実を

十分認識して自然保護の問題に取り組まなければならな

い。

（2）開発と自然保護との価値評価の困難性

全体としては開発が当然優先されるが，個々の問題で

は，開発か，保存か，慎重な検討がなされなければなら

ないケースが多い。この場合自然を開発した代償とし

て得る利益と保存した代償として得る利益との価値評価

がなされなければならないが，この価値評価がなかなか

むずかしいのである。そして，このむずかしさが自然保

謹における第二の問題点である。

開発による利益は経済的価値としてただちに換算され

それは万人に容認される。しかし，保存による利益は人

間の精神や，肉体や，あるいは社会生活に影響をおよぼ

すものであり，にわかに経済的価値に換算することので

きない性質のものである。したがって，両者の価値を比

較することは困難であり，また，わが国の現在の一般的

な傾向として，経済を優位に見る考え方があり，これら

の理由からどうしても現実の判断は開発側に有利になり

がちである。

この問題の解決もまた，自然保護理論の確立にゆだね

られねばならないが，それは新開発理論に十分対抗でき

る堂々としたものでありたい。

（3）開発と自然保護の調整の困難性

開発か，保存かという具体的な問題は，二者択一では

なく，両者のいい分力斬中された妥協案がとられる場合

が多い。しかし，この場合にもいくつかの問題が存在す

る。開発側と保存側とはまったく別の体制に立つのが普

通であり，したがって，両者は敵味方にわかれて争うわ

けであり，調整がたとえついたとしても，それは理論的

る。このような開発に対応する自然保謹思想も，龍態学

の登場とともに学問的根拠をもつようになってきた。自

然保護の運動も，国の中のみで行なわれていたものが国

際間の協力によって行なわれるようになってきた。すな

わち，1948年，フランスのフォンテンブローにおいて，

世界の33ヵ国が集まって国際自然保謹連合が結成された

のである。

わが国における最近の開発は著しいものがあり，それ

はまさに全国土におよんでいる。それは遜源開発であり

幹線道路の開発であり，工業開発であり，特に，人口の

都市集中による都市周辺部における都市開発である。都

市周辺部の自然的な風景は，一日，一日，変貌して行く

ことと，さらに農村部における農薬の使用は，昆虫類や

鳥類などの姿を著しく減少させつつあることと，さらに

国立公園などの自然地域における観光開発が日を追って

激しくなって行くこととは，わが国の自然保護思想を急

激に増大させているのである。

このように，自然保護思想は開発の進展とともにはっ

きりした形をとりつつあるのであって，初めは失われて

行く自然に対する愛惜の情からこの思想が細々として狐

々の声をあげたのであるが，現在では，人類の生存に利

便をもたらす自然開発がかえってその生存を脅かすので

はないかという不安を持ちつつこの者え方を科学的に追

求しはじめたのである。

一
、

4自然保謹における諸問題

前述したように，自然保謹思想は一日，一日，強まり

明確なものになりつつあるが，しかし，まだこの思想の

周辺には幾多の解明されない問題点も多いのである。問

題点のうち，大きなものをここにあげて解脱を加えてお

こう。

（1）自然保護の漠然性

自然保謹とは一体どういうものであろうか？この質

問に対する答はなかなかむずかしい。むずかしい理由は

自然保護の自然にある。自然とは何か？このこと自体

に対する答はおそらく各人各駿であろう。しかも，自然

は非常に広い幅をもって存在している。東京湾の新浜の

野鳥も自然保護の対象となる自然であるし，屋久島のヤ

クスギ，モミ，ツガの原始木も同じ自然である。

また，わが国の現実は，国土全体こわたって種々雑多

な開発が行なわれているのであり，したがって，自然保

護の問題もこれら各種の，各地域の開発iこ対応して起こ

りうるのであり，それは全体として見た場合は複雅きわ

まる様相を呈するわけである。

このように，自然保謹は理論的にも，実際上も，かな

《
）
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一

であることが現実である。

このような制度的，あるいは行政上の弱点は文化財保

護行政にも，あるいはまた鳥獣保護行政にも，大なり小

なり存在するのである。

自然保謹の最善の方法は，国が自然保護の対象となる

貴重な自然の存在する土地を所有し；そして，その土地

を十分管理することである。このことが実現できるよう

な制度を持たない以上，自然保護力麺確に，しかも有効

にはかられないのである。

な結論というより，力関係の終戦といった方が正しい場

合が多いのである。この欠点を是正するためには，どう

しても，開発側にも自然保謹の専門家が入っていて，内

部的な理論闘争によって調整方法を決定することが望ま

しいのである。

ここでコンサベーションの思想について言及しておこ

う。この思想は資源の永続的な利用をはかるための考え

方であり，開発と保存とを両立させ，調整したものであ

る。このような考え方が，開発側でも専門家の加入によ

り積極的に採用されるなら，わが国の自然保護も比較的

容易に行なわれるのではなかろうか。

（4）自然保謹行政の弱体性

わが国の自然保謹の問題のひとつとして，また，幾多

の問題のうちでもかなりの比重を持つものとして，自然

保護行政がきわめて弱い力しか持たないということがあ

げられる。

わが国の自然保謹行政を担当している省庁は多いが，

それらのうちでも，自然公園行政を受けもつ厚生省国立

公園部，文化財行政を行なう文部省文化庁，鳥獣保護行

政を担当する農林省林野庁などがその主なものであろ

う。しかし，これらの省庁の担当部課の行政力は大変弱

いのできる。
国立公園部が所管する自然公園行政に例をとってこの

問題を説明しよう。わが国の自然公園制度は公園内の土

地老所有せず，極々雑多な土地の所有形態の上に公用制

限を加えるだけの措侭によって，風致景観の保護をはか

ろうとするものであり，ここに制度的な弱点が存在して

いるのである。土地の所有権を根拠とする開発は，いき

おい，このような制度的な弱点を突き破って横行するこ

ととなるのである。したがって，このような開発に対抗

して，これに打ち勝つためにはその土地を買収する措置

がとられなければならないが，そのことはきわめて困難

5あとがき

今まで響いてきたことを読み返して見ると，自然保護

の諸問題のうち，大事な問題を多く書きおとしたようで

もあるし,．また，十分な整理をして書いてきたようにも

思われない。これらのことは，自然保護問題の複雑性と

それに立ち向う浅学非才の身に免じてお許しいただきた

いと考える力＄それを別としても，どうも，わ力式国の自

然保謹の将来が心配されるような悲観的な事象をのみ多

くあげすぎたようにも思われる。

最後にあたって,冒頭の最近の話題と同じく,行き先き

の明るい話を醤いておこう。経済企画庁では今年の2月

新全国総合開発計画第4次試案を作成したが，その中の

計画の目標で，「長期にわたって人間と自然との調和を

図り，また，将来都市化の進展に伴っていっそう深刻化

すると考えられる国民の自然への渇望に応ずるために，

自然を恒久的に保存，保謎すること」と高らかに宣言し

ているのである。この宣言は，この計画が国または地方

公共団体の樹立する地域計画の基本計画の性格をもつこ

とから考えて非常に重要な意義をもつものである。わが

国のこれからの開発のひとつの指針として自然保護力鍬
いあげられたのであり，わたくしたちはこの敬声と共に

前進して行かなければならないと考える。

国生

一
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林などでも，数多くの試験あるいは事業的な規模での植

林が行なわれた。特に北海道は，在来の針葉樹で趣氷に

使われるものが少ないので，積極的に外国樹種の導入と

探索を行ない，ヨーロッパトウヒを第一として多数の寒
＊

冷地にむいた樹種が導入されている。

昭和40年に林野庁が行なった外国樹種造林地の所在調

べによる．と，針葉樹6麺，広葉樹36種（ユーカリはユー

カリ類として一括，ポプラも改良品種はあげられていな

い)が数えられた。その面積は約1万4千haに達してい
5 ）6）
る。明治初年には東京でラクウショウのタネが播かれ，

7）

明治10年には札幌で米国林木種子を播いているが，すで

に明治13年に大分県で北欧産の針葉樹5種，広葉樹25種
8）

の育苗が試みられているので，わが国に導入誠,,た外国

樹種の数は，上述の林野庁の調書にのったものよりはる

かに多いものと思われる。しかし，その多くはわが国の

風土に適しないこと，あるいは育苗，育休の技術上の知

識不足などのため，今まで残らなかったものであろう。

＊戦前に導入された外国樹種の成績，主な見本林の状況など
は，林総協編陣期育成林業」（1958)にくわしい。北澆道
のヨーロッパトウヒは造林面積が数千haに達したが，昭和
10年ごろから養苗技術の確立したトドマツ，エゾマツに席

をわたし，その後はほとんど造林されない。

2外国樹種導入の意義 ●

このように，わが国の郷土樹種の造林技術も定まって

いなかった時代に，なぜ，外国樹種の導入が一部の熱心

な人々の手によって，あるいは試験機関により組織的に

行なわれたのか，ふりかえってみるのもむだではない。

いま，あたかもわが国在来の樹木かのように全国いたる

ところに見られるウメは，恐らく薬用としてわが国と中

国大陸の交通が開けた初期に渡来したものと考えられ

る。今日では，庭木から街路樹ぐらいにしか思われない

アオギリ（写真）もかなり古い時代に導入され，モウソ

ウチク，マダケなどの大形のタケも中国からの渡来種で

あることは周知のとおりである。

しかし，山地に植林するための林木については，わが

国にはスギ，ヒノキなどのように世界的にみても優れた

造林樹種があり，また，環境によってはアカマツ，カラ

マツ，トドマツ，エゾマツなどが使われるので，自国に

適当な造林樹種が少ないため，熱心に外国樹種の導入を

行なっている諸国とは事情が違う。
9）

たとえば，四手井も指摘しているように，北ヨーロッ

パ諸国は造林対象となる高木針葉樹が少なく，英国では

ヨーロッパアカマツーつで，外国樹種の導入が熱心に行

なわれている。また，南半球の諸国も事情は同じで，ニ

ュージーランドに北米から導入されたラディアータマツ

の成功もその成果の一つである。わが国は，趨氷樹種が

■
■
■
■
■
■
■
回
■
室
■
■
■
■

； 外国樹種のその後
■

■

■

§－導入の経緯とその見通し－＝

■
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1．はじめに

戦後，荒廃した森林の復興と，激増する木材の需要に

こたえるため，造林推進の諸施策力識ぜられたが，その

なかで，早期育成材鐸の担い手の一つとして外国樹種の

造林がとりあげられた。その口火をきったのは，昭和28

年ごろから数ヵ年つづいたユーカリ導入ブームであっ

た。その後，ときにはポプラ，アカシア類が，あるいは

テーダマツ，スラッシュマツ，ストローブマツなどが主

なものとしてとりあげられ，盛衰を経ながら今日に至っ

ている。

もっとも，わが国の外国樹種の造林は今にはじまった

ことではなく，明治維新につづく近代社会への夜明けと

同時に，山林の官民有区分も定まらない明治の初め」園を
1）

からラクウショウが輸入されたのを最初として，試験目

的で組織的に導入を始めたのは，明治7年内務省地理寮

がその業務内容に応じて，外国樹種のタネを輸入し，こ

れ力武養成とその成長に関する試験を行なったのが噴矢で
2）

あった。明治11年，目黒の林業試験場の前身樹木試験場

が東京西ケ原に設置され，ただちに外国樹種の養成と，
3）

その成長，風土の適否の試験を行った。樹木試験場はい

ろいろの変遷の後，明治33年現在の目黒に移り，この時

西ケ原から多数の外国樹種が移植された。いま，本館の

前方に亭々とそびえているヒマラヤシーダー，テニスコ

ートの横の低湿地にこんもりと茂っているラクウショウ
4）

はこの時西ケ原から移植されたものの一つである。

明治の中期以降になると，林業試験場は多数の外国樹

種を養成，群馬県の4娘山試験地に植付けた。このころ

から昭和初期にかけて各地の国有林，御料林，大学演習

《
｝
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図1－月平均気温の年変化
13)

松浦は80年も前に風土という言葉を使っているが,80
14）

年後，四手井は外国樹種の導入を問題にして，同じく風

土という文字を使っている。歴史的事実や，戦後20年の

間に積み重ねた経験からいえることは，まずわが国の風

土に類似した地方から選ぶということである。日本の気

候は夏暖かく冬寒く，北米の太西洋岸と似ているが，太

平洋岸はどちらかといえば夏涼しく冬暖かい気候型を示

している。わが国に北米から導入された多くの針葉樹の

うち，東部産のストローブマツ，テーダマツなどが比較

的容易に育つのも風土が似ているからであろうか。
15)16）

山路は，気候の比較に温量指数と乾湿指数とに蒲目し，

ユーカリ類ならびに北米産針葉樹類のわが国への導入に

ついて検討を加えているが，導入に際しては，まず，気

温と降水量の比較力式重要である。

気温から選択の範囲を見当づけるためには温量指数に

よることが便利であろう。南北に長いわが国の温量指数

は，約50.から150.までの間にあり,指数100･のあたりで
17）

南北にわけられる。緯度力東京とほぼ等しい西部のサン

フランシスコと東部のワシントンの温遮指数は，前者が

106.,後者が113｡で，東京の118.とあまり変わらないが

月平均気温の年変化は図－1のとおりで，東京とワシン

トンとは似ているが，サンフランシスコは夏涼冬暖で著

しく異なっている。気温についてもう一つ注意しなけれ

ばならないことは，温量指数や平均気温にあまり差がな

くても，寒暖のはげしいところでは低温時に寒害にかか

る恐れがあり，暖地産の樹種については鰻低気温に注意

がいる。たとえば，モリシマアカシアとフサアカシアと

では最低気温力式2～3°Cの違いで適地が区分される。

次に重要な要因は降水量である。わが国は梅雨と台風

喪日本では冬の降雪の影響をうけて-殻に降水量が多

く，ごく一部を除いては年降水量は1000IIIm番こえ，多く

は1200～2000Inmの範囲にある｡これは北米の400～1000111In

北欧諸国の500～1000mI11に比べれば大きな違いである。

a堂

多いので，これらの諸国ほど外国職種に対する要望は強

くないが，もし外国樹種を導入するとすれば，次のよう

な場合が考えられる。

（1）在来樹種では造林がうまくできないが，外国樹種

で成功するとき，

（2）在来樹種に比べて成長がはやくより大きい収狸が

期待できるとき。

（3）造林樹種をふやして，造林の安全性を高めると

き。

（4）育種材料として使うとき

国内どこに行ってもみられ，あたかも日本古来の植物

とさえ思われるウメが，古く中国から渡来したものであ

ることを考えると，わが国でも，ニュージーランドで成

功したラディアータマツのようなものが出ないとはいい

きれないが，スギ，ヒノキのような優れた造材樹種のほ

か暖地から寒い地方まで多くの造林に適した在来種の分

布しているわが国で，これを押しのけて定着する外国樹

種が簡単に見いだされるとは思われない。

林業のための外国樹種の導入試験は，明治初年に始ま

ったと述べたが，聴くべきことに，すでにこのころ外国

樹種導入の可否をめぐって，わが国には優良樹種が沢山

あるからその必要はない,否,試験のための導入植林はよ

いが，一般造林は差し控えたがよい，などと今日と同じ
10)11)

ような議論が行なわれているのは興味をひく。苗木の菱

成がやっと緒についたばかりの時代のことであるから，
12）

造林成紙をみきわめての議論でない力秘浦はこの集会で

1）外国樹種はわが国に必要か，2）必要ならば何をえ

らぶか，3）その造林成績はどうか，などの手順で進む

べきだが，わが国には十分造林樹種力式あるので不必要で

はないか，また，必要と認めた場合はわが国の風土に適

したものを選ぶべきで，その樹木の性質に応じた栽培技

術が必要で，造林はむつかしいだろう，と述べているの

は，今から考えてもなかなかの卓見であった。

3．風土

＝
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4．まとめ

関東以西の地域では，スギ，ヒノキの造林が

低地から高地までほぼその全域にわたって行な

われ，土壌や気象条件の制約のあるところに

は，アカマツ，クロマツ，カラマツ，シラベな

どで補うことができる。したがって，この地域

では外国樹種に対する期待は小さく，アカシア

類のように乾燥したやせ地で生育するもの，ス

サンフランシスコ
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の造林適地で，日本のマツに比べて著しく成長

のはやい．ものなど，せまい範囲での導入と在来

〈48.58'N)(高き53m)樹種の代替が行なわれているに過ぎない。

しかし造林樹種が少なく，また高寒地の広が

っている東海地方および北海道では，在来種に
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加えて外国樹種に対する期待が大きく，過去の

経緯にみるとおり欧米から造林材料あるいは育

種材料として多くの針蕊樹，広葉樹の導入が行

なわれ，今日もさかんに研究が進められてい

る。ただ，残念なのは，わが国にもっとも近い

シベリヤ，満州など極東共産圏からの導入がお

くれていることである。

詳しい導入の経緯と今後の見通しなどについて，柳沢

聡雄，村井三郎，苅住昇ならびに山路木曽男の4氏に地

域をわかって分担執筆をお願いし，玉稿を得た。執筆者

各位に厚くお礼申しあげるとともに，これが今後わが国

の外国樹種の造林に少しでも参考になれば幸である。
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図－2各地のクリモグラフ

北米の降水量は西部に少なく，東部に多いが図－2に

示すように，降水量並びにその年間配分からも，わが国

と北米太西洋側との気候の似ていることが推察できる。

この他，日照壁，日長時なども生育要素として無視で

きないと思われ，日長は純度と密接に結びつくので，な

るべく緯度の差の少ない地域から選ぶことが望ましい。

ヨーロ.灘パ諸国は，地中海に面したフランスのマルセー

ユが43.27'Nで，おもな森林のほとんどはわが国の最北

端雛内45｡23N)より北に位隠し，その上夏涼冬暖で夏

に雨が少なく冬に多く，わが国とは風土的にまったく異

なった状態にある。

土地的要素も導入樹菰の成績を左右する重要な因子の

一つである。原産地との比鮫において検討を加えるほ

か，実際に植林して適否を確める必要があろう。

最後に，外国樹種の導入に当たって忘れることのでき

ない環境因子の一つに生物がある。

ヨーロッパに導入された北米のスI､ローブマツが発疹

サビ病のために全滅し，これとは違うが，わが国から北

米に入ったクリの胴枯病菌が彼の地のクリを滅亡させた

こととともに有名な話である。導入力城功するか否かと

その地方に元から生活している病害虫，あるいは獣の侵

襲とふかい関係のあることは，上述の例からも明らかで

ある。マツクイムシ対策として外国マツの導入が考えら

れているが，この点の配慮を忘れてはならない。
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カラマツに代わるべき樹種として外国樹種がとりあげら

れた。これらの樹種のうちエゾマツに似ているヨーロッ

パトウヒをカラマツに併用するのがよいという説が明治

末年より生じ，大正初期より大学，道庁，御料林の順に

ヨーロッパトウヒが造林樹種として採用され，山火跡地

などの末立木地の造林用として養苗，植栽きれるに至っ

た。その他一部にはヨーロッパアカマツ，ヨーロツパク

ロマツ，ストローブマツ，バンクシャマツ，リギダマツ

各種ポプラ，ニセアカシアなどの外国樹種が鉄道防雪林

造成用などに用いられたが，その面積はわずかである。

またニホンカラマツの種子の凶作年度にはチョウセンカ

ラマツ，グイマツおよびヨーロッパカラマツの種子力零

入きれ，造林されたｶﾖ，チョウセンカラマツを除いては

一般にその面積がきわめて少ない。

造林用として採用されたヨーロッパトウヒにおいて

も，その面積の増加とともに寒風害や野兎鼠害の多発，

浅根性による風害の発生により，また，材の利用上の不

利などの諸点から順次造林面積が減少し，一方郷土樹種

であるトドマツ,エゾマツの養苗技術が確立して，国有

林，御料林を中心としてその植栽面積が増加し,I旧和8

~10年ごろ以降ヨーロッパトウヒはほとんど造林樹種と

してとりあげられなくなった。

そして，このころになると新しい外国樹種の導入はほ

とんどかげをひそめ，ただ海外視察者などにより欧米産

の種子力沙量もたらされたのと,満州,朝鮮などの東亜産

の樹種が若干導入，試植された。これらはいずれも大学

演習林や林業試験場などの樹木園または見本林に植栽さ

れたに過ぎないもそして戦時体制の強化，さらに第2次

世界大戦の進展とともにまったく外国樹種の導入が行な

われなくなった。戦前における本道の外国樹種の造林面

積は明らかでないが，昭和24年調査された現存造林地面

積をみると，本道国有林，民有林を合わせて，ヨーロッ

パトウヒカ殿も多く5,431ha,ついでチョウセンカラマ

y296ha,ヨーロ､ソパアカマツ70ha,グイマツ58ha,

ストローブマツ39ha,バンクシャマツ10haであって

他は10ha以下である。

（3）外国樹種の再検討時期

戦後外国樹種は次の二つの理由によって各種の樹種の

導入が積極的に計られ，その対策力輯立された。

i)本道における拡大造林に用いられる樹種はニホン

カラマツ，トドマツ，アカエゾマツの3樹種が主体を占

めているが，いずれも造林構種として長短所があって，

複雑な環境条件に対応できるよう造林樹種に多様化を計

ることが要望された｡また上記3樹種のうちニホンカラマ

ツは唯一の早成樹種であるが，カラマツ先枯病のまん延

…･'＜持集＞…………………………………画■ ■

I
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1北海道における導入の経緯

本道への外国樹種導入の歴史をみると，次の3時期に

導入が盛んに行なわれた。

（1）外国樹種の試植時期

明治初年開拓使は開拓顧問の米国農務局長ケプロンの

進言により内外産の優良樹種を導入し，本道に対する適

否を調べようとした。明治10年10月札幌観業試験場にア

メリカ産林木種子がまき付けられたのが，外国樹種蕊成

の始まりとされている。その後明治19年ごろまでに欧米

産の有用樹種力零入され，札幌円山，函餓七重，根室な

どの苗畑においてまき付けされたが，当時の菱苗技術の

まずさなどに関係して，多くの樹種では山行苗をうるに

至らなかったようである。しかしそのなかには現在でも

本道の主要外国樹種とみなされているヨーロッパトウヒ

ヨーロッパアカマツ，ストローブマツなどがみられる。

明治19年道庁設置後次第に造林熱力塙まり，明治27年

度より国有林で本格的な造林が開始されるとともに民間

にも植樹事業を奨励した。

一方外国樹種の導入，育苗および試植が引続き行なわ

れていたが，特に明治32～37年にかけて道内に大学演習

林が設定され，さらに明治41年休業試験場が開設される

とともに,本道の気候風土に適合する外国樹種を求める

ために，広く欧米産の樹種が導入され，その試験林に試

植きれ，その成績が検討された。

（2）ヨーロッパトウヒの実地造林時期

明治後期からニホンカラマツの造林が急激に増加して

いったが，本道の造林樹種がカラマツ以外に適樹がない

ということはまことに心細いことであり，かつおもわぬ

生物害などの大発生がないといえないという点から，ま

た当時郷土樹種であるトドマツ，エゾマツの蕊苗技術が

確立していないし，また初期成長がきわめて悪い点から

＝
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第1表北海道における主要外国樹種の年度別
造林面積(ha)¥1

のため，特にこれに代わる早成外国樹種が要求された。

これがために林業試験場北海道支場が中心となって道内

関係機関が協力して，昭和38年1月に外国樹種導入委員

会が設立され，既往の外国樹種造林地の成積調査および

外国樹種パイロット造林地の造成などが行なわれた。

ii)戦後林木育種に関する試験､碗およびその事業が

急速に発展し，国立林木育種場および林業試験場道立

林業試験場，大学演習林ならびに民間の育種研究所など

の機関がいずれも導入育種の一環として世界各地より外

国樹種の導入を計り，これらを育種材料として林木園に

定植するとともに各地に試植検定林を設け，産地試験や

現地適応試験に着手した。

戦後の外国樹種導入の特色としては，世界各国から多

様な樹種・系統が導入され，特に従来本道に未導入であ

った樹種のうち原産地の気候風土から判断して，ある程

度成林の期待がもてそうなものや交雑母材料として特性

を有するものがの導入が職極的に計られた。また既導入

樹種であっても,原産地が明確なもの,優良林分から採種

されたもの力瀝地，林分別に導入された。またさらにイ

タリア系改良承プラのように外国において育種されたも

のも導入された。そして道内立地環境区分によって試植

検定林，産地試験地や現地適応試験地が組織的に設定さ

れたことは戦前にみられない傾向である。道内の試植検

定林（産地試験地を含む)の設定状況をみると，国有林

227.2ha,道有林100.4ha,東大演習林34.9ha,および

社有林67.011a,計約430haに達し（昭和43年7月末),

樹種として外国産マツ属，ストローブマツ，ヨーロッパ

アカマツ，バンクシャマツなど力撮も多､く，ついでi､ウ

ヒ属，カラマツ属の順であるこれらのうちには若干の本

州産樹種および比較的対象のための郷土樹種が含まれて

いる。またストローブマツ，ヨーロツパアカマツ，ヨー

ロッパトウヒ，グラウカトウヒ，マリアナトウヒなどに

ついては産地試験が行なわれている。齢級としてはI齢

級のものが2/3を占め，残りの'/3がⅡ齢級に達し，今後の

成果力瑚明待されている。

次に造林事業用として導入され，一般造林地に植栽さ

れたものの経過は次のようである。

戦後初めて本道の国有林に外国樹種の種子が計画的に

導入されたのは昭和29年以降で、拡大造林計画の実施と

ともにその数量は次第に増加し、特に昭和37年度まき付

けからカラマツ先枯病による被害のためカラマツに代わ

る樹種として，ス1､ローブマツのほかにヨーロッパアカ

マツなどの外国産のマツ類のまき付けが急増した。この

傾向は民有林においても同様であって昭和40年ごろまで

昭和37年以降6カ年間の主要外国樹種の年度別造林面

挿,蕊8，葵,,夷,,賢』,“樹種所管月

昌異議恕悪甥''0:;|''7%''8:;
ツ民有林1,2241,51111,12711,14911,12011,306

0

1
認’

21
348

ヨーロ国有林
ツパカ道有林
ﾗﾏﾂその他
※2民有林

８
９
４

７
８

20
129

65 i覇
30

10

632281624

国有林
ヨーロ

道有林
ツパト
その他

ウヒ
民有林 畠 1

3

1

12

０
０１

254
73

333

５
０
４

２
２
７

辿
塑
咽

１
１
２259

‐
国有林バンク
道有林

シャマ
その他

ツ
民有林 1

7

19
蝿;’

152

0

291

５
７
０

１
１
３
６

１

5001

※1．国有林道有林中には試植検定林面祇を含む

※2．民有赫の一部にヨーロッパクロマツを含む

（札幌営林局調腿室調べおよび道造林課澗べ）

積は第1表の通りである｡これらの結果,戦後外国樹種の‘

造林ば大部分ストローブマツカ注体であって，ついでヨ

ーロツパアカマツおよびバンクシヤマツが使用された。

なおヨーロッパトウヒは戦前最も多く造林されたが，戦

後においても民有林の里山地帯に多少造林されている。

次に昭和41年度末現在の道内国有林の樹種別造林地面

積を示すと第2表のとおりであって,外国樹種で燈も造林

面積の多いのはストローブマツで，ついでヨーロッパト

ウヒ，ヨーロッパアカマツ，バンクシャマツ，グイマツ，

ニセアカシアであって，最も造林地面讃の多いストロー

ブマツでも全造林地の1.5％にすぎない。第1表にみられ

るように最近ストローブマツその他外国樹種の造林地が

急激に増加を示しているが，昭和42年度をピークとして

順次減少の傾向を示す。

従来の導入先はわが国と交流の多い欧米原産のものが

主であって，東亜とくにソ連沿海地方，中国満州東部産

のものはごくわずかしか導入されていない。それで今後

北海道としては近接のこれら地域からの職種的な導入を

計る必要が認らめれる。特に本地域は本道と同じ汎斜広

混交林帯に属-j･･る点からみても注目すべきであろう。

2主要樹種の成績

本道における外国樹種導入は前述のように明治初鮒以

来約90余年の経過を経ている。そしてこれら外国樹種の

造林成績についてはすでに数多く報告されている。また

戦後組織的に導入された外国樹種の成綴はいましばらく

時間が経過しなければはっきりした結論をだすわけにゆ

かないだろう。今後20～30年間たてば．極東共産圏に分

布する樹種を除いて，その成績がほぼ明らかになるもの

《
》
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第2表道内国有林の樹種別造林地面獄(ha)

（昭和41年度末現在）

関々係があるので一般に鼠に強いものは兎にも強い傾向

がある。

この条件に該当するものはグイマツ，チョウセンカラ

マツ，ストローブなどが含まれる。

2寒さの害にかかりにくいもの

本道の気温はその年較差，月較差が大きく，また冬期

間の日較差もすこぶる大きい傾向があって，郷土産針葉

樹においても著しい寒さの害を受けることがある。すな

わちトドマツは東霜害や寒風害を受けやすいし，またエ

ゾマツも霜害をまたアカエゾマツは寒風害を受けること

がある。またニホンカラマツは早霜害を受けやすい。そ

こで寒さの害の常発地帯において安全に造林できる先駆

樹種力雲望されている。この条件はほぼ該当するものと

して，バンクシャマツ，ヨーロッパアカマツなどが期待

できる。

3雪害に強いもの

道東および道南西部の太平洋沿岸帯は一般に雪が少な

いが，反対に日本海斜面の山岳地帯では多雪地帯が多い

ので雪害に強いことも樹種選定の条件の一つであろう。

外国産マツ類は一般に雪害（雪釿れなど機減的障害）が

多い。この条件に満足される樹種としてはヨーロッパト

ウヒ，バンクシヤマツなどがあげられる。

上記の外国樹種選定条件のうちいずれの条件とも満足

する樹種はなく，どの樹種についても長所短所がある｡そ

こでいずれの樹種を選定するかは植栽地の立地条件や経

営方針によって決定されなければならない。一般的にい

って本道における外国樹種の造林の歴史が浅く，かつ前

述のように戦前からやや広く植栽されたのはヨーロッパ

トウヒにすぎないので，現段階において広く外国樹種を

大面積に造林することはすこぶる危険が多いことを知ら

なければならない。そこで造林樹種としてはなるべく郷

土樹種や広く造林されてその樹種の特性や適地判定法が

ほぼ明らかになっている移入樹種を選定する法が安全で

あろう。しかし上記の樹種に対しても造林しにくい立地，

特に未立木地造林に対して抵抗性が弱い点も認められる

し，また経営目的により早成樹種を採用したい場合には

適地を選んで，外国樹種を造林することも必要と思われ

る。そこで現段階において造林用樹種として取上げられ

る外国樹種として次のようなものがある。これらの樹種

の造林上の特性とその適地について簡単に述べよう。

（1）ストローブマツ

本樹種は前述のように戦後最も広く造林された外国樹

種である。本道へ外国樹種が導入され初めた当初から試

植きれ，旭川営林局神楽外国樹種見本林，林業試験場野

幌試験林，東京大学北海道演習林，北海道大学苫小牧演

営林局

旭川北見帯広札幌函館

全造
林地
面穂
に対
する
％

58.2’

I
29．

4．

3．

’
1．

0．

0．

0．4

0．1

0．1

I.1

0．0

樹諏 計

仙幌函館帯広

針

灘
（スギ）66

ヨーロッパアカマツ266422619

バンクシャマツ41260

'（上（）

グイマツ2751144

（アカマツ）

蕊 樹

I’
35,63

21,25

23

鮒5，

'!,;M|:
321，

13

74

7
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＝

2

3

36

蕊

|(ヤチダモ）

|(シラカンバ）
<ウダイカンバ）

(ダケカンバ）

|《オニグルミ）

ニセアカシヤ

（ドロノキ）

(コバノヤマハンノキ）

広 樹

3,06｛

1,053

758

451

389

301

”

101

３
５
５
７
９
３
０
１

８
５
１
２
２
１

ｊ
ｊ
２
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏil!;|:ill1

注1．針，広葉樹とも1樹種造林面獄が100ha以下のもの

を略す。2．《）郷土樹種，（）本州産樹弧を示

す。3．試植検定林面積も含まれている。（札幌営林

局鯛整籠調べ）

と考えられる。それで従来の造林成績によって，本道に

適する外国樹種を検討すれば次のようである。

外国樹種が造林樹種として採用されるための一般的な

･条件としては成長の良いもの，土壌に対する適応性の大

きいもの，各種被害にかかりにくいものなどがあげられ

､るが特に本道において次の条件に留意する必要がある。

1野兎鼠の被害にかかりにくいもの

本道の造林樹種として野兎鼠害にかかりにくいことは

省力の面からもまたその駆除経費の面からもすこぷる有

利である。特に外国樹種は郷土樹種より大面祇一斉趨氷

の危険が現われやすいので，小面積の団地状に適地に植

栽することが多いのでこの条件がみたされることが必要

であろう。たとえば一般に外国産の2葉松頬より，5葉

松類の方が耐鼠性が強いので有利であろう。また従来の

研究によって野鼠に対する被害率と兎の被害率が正の,帽

＝
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習林および鉄道防雪林などに造林地力温られ，いずれも

相当な成級を示している。その後ヨーロッパトウこのよ

うに広く造林されなかった理由は明らかでないが，これ

はわが国の林業に5葉松類の造林がなじみが少なかった

ことによるものと考えられる。しかし戦後ストローブマ

ツ造林の特微が認識されるようになり，拡大造林に伴う

短伐期樹種の採用によってニホンカラマツが大幅に造林

されるに至ったが，カラマツ先枯病のまん延によって，

それの代替樹種としてストローブマツが広く用いられる

ようになった。ストロープマツの造林上の特性は次のよ

うである。

i)成長が良好で，土壌に対する適応性が広い。乾燥

した土壌でも火山砂礫土でも成長が余り落ない。

ii)霜害に強く,2葉松に比して雪害にも強い。しか

し寒風害にかかりやすく，風衝地特に寡雪地帯の峰

通りの造林をさけるべきであろう。

iii)野兎鼠害についてはカラマツや2葉松類より強い

が沢沿いのエゾヤチネズミの生息密度の高い立地で

は野鼠脇除を励行して鼠害の防止を計らなければな

らない。

iv)葉サピ病の被害を受けやすい。欧米での重要病害

である発疹サピ病の被害は本道では見られないが，

中間寄主であるスグリ類の分布密度が欧米とは比較

にならないほど少ないが，なお病原菌を移入しない

よう注意すべきであろう。そしていまのところ顕著

な病虫寶の発生が認められないが，今後遇*地面秋

の増加と林齢の推移とともに注意すべきであろう。

いずれにしても大面積の連続の造林地の造成はさけ

るべきであろう。

v)材の利用上車節，死節が多いこと，容量璽が小さ

くi経質材であるなど不利な点があるので有利な用述

をいまから開発することすが必要であろう。

（2）ヨーロッパトウヒ

前述したように戦前外国樹種としては最も多く造林さ

れた樹種であるが，斑待されるほどの成長を示す立地が

意外に少なく，､野兎鼠の被害が多かったことや生産材の

価格が安かったことなどにより，戦後外国樹種導入ブー

ム時においてもほとんどかえりみられなかった。しかし

火山砂礫地帯や道東の寡雪地の寒風害の著しい地帯を除

けば里山には適地が相当あるものとみなされる。特に道

央中部や日本海沿岸の多雪傾斜地においては，早成樹種

としてカラマツや外国産マツ類に代わって，耐雪性の強

いヨーロッパトウヒの造林が進められる。ヨーロッパト

ウヒの植栽当初，野兎鼠害にかかりやすくかつササなど

との競争に弱いので，カラマツ造林と同様に地表処理鞍

完全に行なわなければなら葱い°また成林後はハバチな

ど食葉性害虫の被害が見られるので，大面積一斉造林地

の造成は危険が多い。なお土壌の肥沃度とその成長とは

密接な関係があるので,BD,BE型土壌のうちその有効

深度が大きい箇況すなわち山腹傾斜下部がよい。Bc,

BB型土壌では他の樹種を植栽した方がよい。

（3）ヨーロッパアカマツとバンクシャマツ

外国産2葉松類は野兎鼠害に弱く，その他病虫害にか

かりやすい上に成林後の蓄積は意外に少ないので．一般

にはその造林を進められない。道南地方のカラマツ先枯

病激害跡地fこヨーロッパアカマツが多く改植用に使われ

たが，養苗時代の成絞に比して，その成積が必ずしも良

好といえない。ヨーロッパアカマツについての従来の研

究によれば本道においては道東｡j硯地方がよく，寒風害

や東霜害に強い特性が発揮できる箇所がよい。土壌とし

ては砂壌土の水はけのよい箇所がよい。ヨーロッパアカ

マツのタネの産地としては養苗時代として中欧のものが

よく，スエーデンノールゥェーの北極圏近くのものが極

端に悪い。樹形は北欧のものがよさそうである。それで

原産地の比較的降水量の多い南ドイツの海抜高の高いと

ころやスエーデン南部産のものがよさそうである。

バンクシヤマツは従来ほとんど造林されなかったし，

また見本林や樹木園に植栽されているものは樹形の悪い

ものが多い。

しかし寒風害の危険の多い峰通りや他の早成樹種では

あまり成長が期待できえない山腹以上の箇所に対して，

樹形のよい系統をえらんで植栽されている。いずれにし

てもこの両樹種は寒風害多発地帯や他の早成機亜では余

り成長が期待できにくい里山峰通りなどに小而繭づつ造

林されるべきで，養苗の容易さ，初期成長のよさにまど

わされて大面積の造林はさけるべきであろう。

〈ｲ）グイマツ

グイマツは耐鼠性が強く，郷土樹種であるトドマツに

匹敵することや耐凍霜性（特に早霜害に対し）が強く，

高寒地の造林樹種として再認識されている。しかし一方

ではカラマツ落葉病やナラタケ病に対しニホンカラマツ

よりかかりやすいなどの欠点がある。それで，ニホンカ

ラマツの造林適地でない亜寒帯性針葉樹種林帯の高寒地

や道北の北限造林地帯の鐵永栂種として注目されてい

る。その他天然林施業の補植地において除草剤と組み合

わせ，地鋪え下刈りを省力化して,グイマツまたはスト

ローブマツの大苗を植栽することにも利用される。

その他グイマツとニホンカラマツの第1代雑種が成長

がよく，しかも耐鼠性が強い点が注目され，雑種生産の

採種園および採種林が造成されつつある。

生
』

《
）
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イ 5）ポプラ類して採用できるものはごく限られた栂種が限角れた立地

戦後導入されたポプラ類として，ヨーロッパクロポプ条件の下に成功する可能性が見いだされるにすぎなし､。

ラ(P.nigra)とアメリカクロポプラ(P.deltOides)その理由とするところは北海道の育林環境，特に気象条

の雑種であるイタリア系改良ポプラが-般的にいって，件が導入先の条件と相当異なった特異性を有することを

耐病性（サビ病）に強く成長が良好なものが多い。イタ認めざるをえないし，また本道の造林のむずかしさを外

リア系改良ポプラは試植の結果が示されるように山地植国樹種によって肩代わりさせて過大評価することはすこ

栽にI剛かないで，農地またはそれに準ずる肥沃地でなけぷる危険であるといえる。

ればその成長を期待することができない。今後外国樹種の造林価値を正しく評価して，うまく採

一般にイタリア24号は成長が最も早いが,道央以北では用してゆくことが必要で，一時のブームや流行に動かさ

寒さの害の危険がある。耐凍性力職<寒地にも安全品なれない実績を積み上げていかなければならない。また東

種はケルリカ,イタリア214号ブルラツヘルなどであろう京大学北海道演習林のストローブマツの造林地産のタネ

終わりに，本道の外国樹種の導入は明治初期から始まにみられるように,本道の気艤風土に順化した造林地よ

って，それぞれの時期に多様な樹種が導入試碩されてきり採集したタネは原産地のものよりよい成績を示すよう

た。そして既往の外国樹種の造林地や試植地は植栽されであるので，外国樹種が本道の造林樹種として根付くた

た立地条件に応じ，それなりの環境に反応した成紙を示めには，2，3世代の淘汰が必要とも考えられるから，

した成織を示しているものと考えられる。そして外国樹外国樹種の優良造林地から種子をとり，次代造林地を造

種の造林成績より判断して，ある程度本道の造林樹種と成することも必要であろう。

‘...,..､P.｡.....．.....､.......．...............､.....．...､診､､p毛.､.｡...,.h‘.･..;､,.‘､｡q‘.･･9....諺..‘‘.｡．...･･....｡..‘･‘b････..･･･..･･輪‘,・・.･･･b､...,.､｡....．..｡....．‘......､P‘.‘..｡.．､.､.､．9...,,,.....,.....｡､‘.｡’･吟.‘令.‘･･･

〔街路樹シリーズその13〕

ケヤキ

ケヤキといえば，誰でも，あの倒円錐形の姿を代表

している大きな樹木を思い浮かべる事と存じます。

この樹木は，落葉喬木で，雌雄同株であり，高さ50

rnl目通り6～7mにも達し,大日本老樹名木誌にも数

多く記入されている樹木でもあります。この樹木の分

布地は，主に日本本州，四国，九州ですが，遠く，朝

鮮，台湾，中国にも，各所に自然林を見る事ができる

ようです。しかし朝鮮および中国のは日本より渡来し

たものであると伝えられております｡特にケヤキは,関

東地方の地味に最適で数多く，自然林や造園樹木とし

て使用されている樹木です。またこの樹木は耐風力が

強いため，関東名物である吹（筑波）おろし風に耐え

るなど,関東の各所に,屋敷の周囲に防風林として植え

付けられている所を見かける事があります。そしてこ

の樹木は成長が早く「1代で臼ができる」などと，そ

の成長の早さをうたわれているほどです。また，単に

成長が早いばかりでなく，木質も堅く，用材としても

最高品であり，樹木として，あらゆる面に申し分のな

い樹木ですが，この樹木を造園樹および街路樹として

使用する場合，ケヤキ本来の樹型を十分表わしえるた

めには，架空線のない，他に支障とならない所および

根張りのきくような所を選ばなくてはならず，また今

ごろの都心の発展による公害に比較的弱く，夏季刀緑

陰をもとめようとする時に，落葉したり，道路内:こ埋

施する諸工事のたびごとに力根は切られるなど，都心

部の樹木として，これから期待の薄い樹木でありまし

ょう。今後，この樹木を造園的役割およびこの特性を

生かし維持するには，都心から離れた郊外に植栽すべ

き樹木です、

明治神宮表参道

文・写真・落合和夫（東京都・道路工事部）
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一

かし手刈りでは先に述べたように相当の力が必要となり

ますが，刈払機では刈払いに要する力はあまり必要では

なく，ほとんどが刈払機の運搬に要する力といえましょ

う｡，1日の作業時間について見ると持久力と作業内容の

組み合わせなどを考慮して見ても3～4倍という所が妥

当な功程といえましょう。

このような観点からすればまず軽い機減であること，

なおその上にエンジンの馬力は少しぐらい小さくとも経

済的に安い機械であることｶｴ条件といえましょう。

（2）機械の重量と作業員

刈払いながら林地を苗木から苗木へと刈払磯を運殻し

て行くことになるので，1日中を見るとその運搬距離は

非常に長くなるので使う人の体格に合わせ少しでも疲労

の少ないものを選ぶことが大切です。

第1図は刈払機の重量と使用後の作業員の脈簿の増加

および作業量を示した図ですが，脈榑の上昇率と消費カ

ロリーを見ると次の表のごとくである。

すなわち刈払機の重量が多くなると消費カロリーは急

効率的な・

下刈りの行ない方

辻隆道（林試・機械化部）

ｰ

これからは刈払機の活動シーズンとなりますが，今ま

でにしまい込まれていた刈払磯を整備し，あるいは新し

い刈払機の購入に頭を悩ませている方もいられ．ることで

しょう。今回は刈払機について機械の選定，作業方法，

準備などについて述べてみたいと思います。少しでも現

場の方々に役立てば幸いと思います。

（1）機械の選定

現在市販されている刈払機（特に可搬式刈払鋤の数

は非常に多く，それぞれの特色があり，選定するのに困

ることかと思います。しかしいずれの機械においても作

業員が肩から下げるか，背負うかのいずれかであり，特

に下刈りにおいては今までに使われていた鍬をエンジン

の付いた丸鋸にかえたにすぎない。

すなわち今までは0.5～1.5kgの鎌を左右に振って草を

刈り払っていた。そのとき人間は鎌を保持することと草

を切るため，ある程度の力を与えるために体を動かしな

がら林内を歩行していたのである。これには鎌の重鐘と

その作業員の力との関係から毎分40～50回振っていた

が，これらの作業のうちで刈払機によって補われたのみ

であり，鋸先は鎌と同じく左右に振らなければならな

い。また機械が鎌に比べて重量も2～5倍位重くなった

ので，両手で保持することができないので，当然肩から

掛けるか背負うかして重量を体全体でささえるようにな

ってしまった。

以上のことから考えるといくら刈払機のエンジン馬力

が大きくても，その力は下刈りにおいて草を切る程度し

か要求されず，それ以上のものは馬力としては余ってし

まうことになるであろう。このようなことからみると刈

払機による功程は一体どの位になるのだろうかと非常に

疑問に思われることでしょう。結局は下刈りにおける功

程の上昇は林内の歩行速度に影響されることだろうと思

います｡ですから刈払機を使っても歩行速度が2倍になっ

て初めて下刈りの功程も2倍になる計算になります。し

｜’！’
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第1図機械の重さ別にみた作業による脈榑の

増加と下刈面積

第1表脈簿率と消費カロリー

脈簿率消費カロリー

110%4.5Cal

1205．6

1306.2

1407.3

1507．8

激に多くなり，脈榑の上昇率力f120%と140%では毎分当

たり消費カロリーで1.7Calも差があり,1日のうちで刈

払機の使用時間300分と見ても510Caiと非常に大きな値

となる。第1図を見ても脈簿の増加率からすると重量13

kg以上になると脈縛が急増する。なおエンジンの馬力を
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第2図体格の大きさと機械の関係

見ても馬力が大きいから必ずしも功程が多いとはいえな

い。

第2図は体格の大小の作業員と機械の重量との関係を

見たものであるが体格の大きい人は機械の重量による消

費カロリーの差はあまりないが，体格の小さい人はその

影響が非常に大きいことが明らかとなっている。また背

負式，肩掛式について見ても体格の小さい人に対する影

縛は無視できないほどである。

一方，造林労務は今後，高齢者や婦女子にたよること

が多くなって来るが，作業行動の面から見ても第3図の

ごとく高齢者は傾斜に対する影響が若齢者より多く表わ

れている。

（3）鋸刃の右回転，左回転

平均地および傾斜が10度前後までの足場においては鋸

刃の右回転，左回転いずれにおいてもその功程に影響が

あるとは考えられない。しかしわれわれの現場において

は常に足場傾斜は1暇以上の所が多く，この場合Iこは回

砿方向が功程においても安全上からも，また機械の保守

上からも問題となることでしょう⑨

第4図は肩掛式の右回転，左回転および背負式の傾斜

における作業姿勢を示したものである。第4図からいえ

ることは，

①肩桂拭は鍾洗とエンジンとが一体となっており，ま

たその重心点をつり下げるようになっていて，この点が

ほぼ腰の点と一致するようにつり下げ位置を調節するこ

とができ，腰のひねりによりなおさらリズミカルな調子

をとるのに都合がよい。

またハンドルの保持は機械の重心点をつっているので

鋸先，エンジンのバランスが保たれていて少ない力をも

綴 中匙
傾 斜

第3図刈上機の下刈作業における傾斜と

作業員集団の特性値

屑掛尤(右回転）府掛式(左回転ノ背賢式(左回転）

J4

を

／・背･葡）
谷〆ｲ什面、 綿

〆

／

＊
年

／に．~
谷

第4図傾斜に対する体姿勢

って鋸刃を一定の位獄に保つことができます。これに対

して背負式はエンジンと鋸先の関係が~‘体となっていま

せんので,鋸先方向を調節するとき少し不利のようです。

②しかし，傾斜に向って刈払う場合を考えると，機械

と体を一体と考えた重心線は体の中心線から少しそれ，

側方にあるので傾斜に向って歩くことは少し不便を感じ

ます。

③ここで傾斜を考慮した場合鋸先が右回転か左回転

かが問題となってきます。肩掛式は鋸の回転方向がいず

れの場合においても機械は一応右腰のところに位置する

ようになっています。この場合，刈払対象物の倒れる方

向によって余計な排除動作を要しないよう右回転におい

ては右側に谷側がくるように位置します。左回転では左

側に谷側が来るように位漣します。その齢右回転にお

-15-
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〔苗のま食暫刈り』〔列曲刈')〕Ⅲ●
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第6図列間刈りと苗のまたぎ刈りの図解

まれた型となって行くように思われます。なおⅢ型は疲

労も少なく刈払結果についてみても刈払物が1カ所に集

まりきれいにできます。

（5）誤り刈りについて

刈払機を使用してみて一番困ることは草丈が苗木より

高くて苗木の発見が遅れると瞬間的に草木を切ってしま

うことです。われわれの調査においても下刈り年次別に

みると下刈り2～3年目が1台1日平均で12本位誤り刈

りをしており，5～6年目になるとずっと少なくなって

3～4本ぐらいになります。貴重な苗木を刈払機を使う

ことによって誤り刈りをすることは非常に践念なことで

す。そこでこれらの防止策として少し功程は落ちます

が，苗のまたぎ刈りをすすめたいと思います。

やり方は第6図のとおりで在来の列間刈り払いと比較

して見ると次のような利欠点が考えられます。

①列間刈りに比べて功程は幾分低下する。

②列面刈りは，刈払った物件が全部苗際に集まるので

苗の周囲を刈払って陽光と通風とをよくするという下刈

りの目的とは逆の結果を招くおそれもある。特に植生量

が密の所でカラマツなどの軟かい苗木の下刈りは，本方

法によると苗木が刈払い物件に被圧または傾倒されて芳

しくない結果をまねく。

③苗のまたぎ刈りは，刈払った物件が全部列間の通路

に集まるため苗際がきれいになり下刈りの目的にかなう

④苗またぎ刈りは，誤り刈りの予防策にもなるという

ことで，列間刈りは左右両方の苗木を鋸刃だけで，苗木

のまわりを半円周に刈るのに対し，苗のまたぎ刈りは図

のように直前の苗を注視しながら，①②の動作は刃先で

ゆっくり刈るが，③の動作はシャフトで苗を押えな力式ら

刈るため誤り刈りの予防として効果があります。

（6）刈払作業編成人員

下刈作業は数人が集団として作業を行なう場合が多い

がこのとき組人員を何人とすればよいだろうか，その集

団の大きさによって功程にも響いてくるし，なお集団の

リーダーによって’も功程は上下してくるでしょう。

．▽
Ⅳ

Vの身体の移勧

3
O

ミ
｡

｡

~1

。
。
◎

第5図刈払動作の五つの型

いては踏ん張った右脚を中心軸として腰の動きにより鋸

を振るのでリズミカルになりますが，左回転においては

右脚が傾斜の上側に位置しているので膝を曲げており，

リズミカルな運動をするのには不利です。

④また，背負式においてエンジンが背中にあり，重心

点が比較的高く，体の右側からシャフトがでているので

等高線に沿って刈払う場合は，左回転では体位を保つに

はより不安定となるので右回転として幾分でも安定させ

た万力痕いでしょう。

⑤さらに急斜地においては姿勢保持および安全のため

伽かにつかまる必要性も生じますが，あいている左手で

山側にある未刈払物をつかむには右回転の方が好都合で

す。このことは背負式の場合でも同じことがいえます。

⑥肩掛式においては，エンジンが山側に位糧する左回

転では，ある傾斜度を越すと振り回したときエンジンが

未刈払物に当たり，思わぬ故障の原因となります。

（4）刈払い動作

新しく刈払機を導入して作業員に慣れさせるためには

まず足場条件のよい所でゆっくりと基本的な動作を教え

ることが大切ですbたとえば刈払機を作業員に与えたま

まであれば第5図のような刈払動作が見られます。そし

て自らの経験によってその動作が変わり，疲れの少ない

動作になって来ます。

すなわち刈払機使用当初はⅣ,V型が多く，経験年数

が増すにつれてⅢ,I型へと移行します,ⅢとI型とでは

刈払機のシャフトが長い場合にI型が多く，短い場合に

はⅢ型が多くなると考えられます，刈払対象物の植生状

態によっても，竹のみの地区ではI型が割合に多いよう

です。ツル，雑木などの2段刈りを行なわなければなら

ない所では，Ⅲ型毒立体とした2段刈りの応用動作が含

《
）
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じようにして新しいグリスを-卜分に入れましょう｡．、

3．燃料タンク，フロートチャンバーなどにゴミや水

分が入っていないか十分に確かめる。

4．マフラーをはずして排気孔の周辺にカーボンが付

着していないか確かめる。

5．プラグをはずしてプラグのサピ，間隙，変形など

を確かめる。

6．各部品を正しく取り付ける。

7．ネジ類は正しい工具で再度しめつけ，ゆるみのな

いようにする。

8．鋸については前年使用したものにヒズミがあるか

ないか，欠けやキレツがあるかないか，また正しい

円型になっているかなどについて再確認をし，目立

を十分にする。

9．組み立てられた刈払機は試運転に十分時間をか

け，異常の有無を確かめる。

10.前年の経験から，よく使う細かい部品などを確か

めて予備を持つように手配する。

次に新しく腿入した機械について注意事項を記す。

1．梱包をほどいて部品藍一つ一つ確認する。

2．取扱説明轡を十分に読み理解してから説明書の順

序に従って機械を組み立てる。

3．エンジンの始動にはオ,イルを少し多目にした混合

油を使用して試運転を十分に行なう。

（8）作業中の機械取扱い

毎日の作業に追われて大変でしょうが，機械は作業謂

始時に十分点検し，また作業終了時には清掃することが

大切です。毎日のことでわずらわしいでしょうが，これ

は機械の故陣を未然に防止するために一番大切なことで

す。毎日の点検で不十分な所は毎週あるいは毎月定期的

に点検し常に正常な機械としておいて下さい。

毎日点検

ゴミ，油，鋸くず，土などによる外部のよごれ｡

ネジ類のゆるみ，紛失。刃のいたみ，刃の目立て，

研磨状態。吊具または背負具のいたみ。その他部品

のいたみ。

毎週点検

エアクリーナの汚れ，いたみ。ストレーナの汚れ。

スパークプラグの汚れ，および火花の状態。ガバナ

ーの働き。

毎月点検

燃料タンク内の汚れ。シリンダーフィンの汚れ，い

たみ｡冷却ファンの汚れ，いたみ｡ファンハウジング

のいたみ｡始動装置のいたみ働き。クラッチの働き。

スパークプラグの間隙｡ブレーカーポイントの間隙。
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第7図組編成人と1人'日刈払画積

お互の過当な競争はさけなければならないが，適度の

刺激は作業への注意が高まり，作業員の技能が上り，ま

た組全体の功程が上り，好ましい結果となる。国有林の

実態調査から見ると第7図のようになっており，1組の

人員が8～12人がよいと考えられる。なお組単位に目立

作業員を専属におくことを考えれば目立作業員が1日に

目立できる枚数が30枚程度であり，刈払機が1日に使用

､する枚数は下刈りで2～3枚であることから見てもちよ

･うど適当な編成と考えられる。

組編成人員の中には技能的に差のある作業員がいろい

ろと組み合わせられるが技能的に上の者はペースメーカ

ーないしは障碍排除役として果たす役割りが大きい。ま

た集団の中での技能の低い者は技能の高い者に追いつこ

うとする意志は大いにあるが自己流での刈払動作では非

常に努力を要することでしょう。そのためには先に述べ

た導入時の基本的な訓練を十分に行なって下さい。

集団として編成される人員の構成を見ますと地元出身

者が多く，地元における社会的なつながりも考えてみる

･ことも大切です。また林業の例として知能が部下より高

い班長は，そのパーソナリティ力讃極性にとむが，そう

でない班長のパーソナリティは消極的であったという報

告があります。このようなことを考慮に入れて班長を選

定することが集団作業としての効果をあげるでしょう。

（7）刈払擢の取扱い

前年の作業終了時に十分に清掃，点検して格納してあ

る機械を出して来て，再度，使用する前に次のことを守

‘ってもう一度，点険，整術をして下さい。

1．古いサビ止めに塗られた油をよく洗い落してから

新しい油を塗りましょう。

2．ネック等，グリスが使用されている所でも前と同

刻画

一
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し，吟味するとそれぞれ17,128本はほとんど1本1品種

といわねばならないほど異なった性状を示している。そ

のほか各地でみる老杉についてもこれと同じことがいい

うるようである。

もしも杉がある類縁樹種間の自然交雑の雑種であると

すれば，それら類縁樹種は果たして何々であったろう

か。三木博士は数百万年以前に日本にもよく茂り，これ

が今より約200万年以前にこの地上から絶滅して,今では

その化石としてしか存在しないメタセコイヤの化石に対
9）

して，アケポノスギの学名を与えた。しかし，はからず

もこの現存樹がその後間もなく中国の四川省万県の廟

(1943）と湖北省利川県の山中（1945）とで発見されて，

北京の櫛生物研究所長胡博士やカリフォルニア大学のシ

ェニ博士によって検討され，改めてメタセコイヤと命名

された(MetasepuoiaglyptostroboidesFuetCHANEY

1950)。これはその後日本にも送られ(1949)挿木でふや

して各地に植えられている。

また，現在アメリカに生存するセコイヤ類や沼杉（す

なわち落羽松)，あるいは南洋諸島にみられるシマナン

ヨウスギなども日本杉の遠い祖先であったのであろう

か。また石崎厚美が指摘しているように，形態上の性状

からタイワニヤ，あるいはツギキの親和性からタイワニ

ヤと広葉杉，などが果たして杉の近緑樹種であったので

あろうか。

また，現在の日本の杉の祖先が他から渡来したものと
10)

すれば，かつて筆者が紹介したように，河田博士のさす

らいの旅芸人，かどづけ，鳥避こなぞらえた杉の南進論

と北進論も考えられるであろう。筆者は昭和6年(1931）

秋田営林局に在留して秋田杉をしらべた。その時河田博

士の秋田スギの調査に1カ月ほど随行して,上小阿仁の事

業所でこの鳥追，かどづけになぞらえた日本の杉のさす

らいの旅についてお話を承わり，それをわたしなりに解

して日本杉の遍歴論(WanderungTheorie)と名づけて

人に語ることにしている。現に屋久島には大王杉や昨年

新たに発見された大岩杉（九大工学部の真鍋大覚博士の
11)12)13）

推定樹齢は7,200年で，現地ではこれを純紋杉と呼んで

いる）などのように数千年生の老杉が現存することを思

うと，屋久島が本家で次第に遍歴をたどって日本全土に

分布し，ついに秋田に及んだ，とする北進論もうなずけ

ることであるが，一方鳥海山麓や桃洞杉などにみられる

年輪数2,000といわれる大きな杉の伐痕（寺門順その他

の談）などをみると秋田か青森の一角に土着した杉が次

第に南進して日本各地に分布し，ついに屋久島にまで及

んだとい勃南進論も考えられないこともなかろう。

そして，さらにまた日本杉という文字の由来などにつ
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杉の品種ものがたり

鈴木丙馬

1まえがき（前宇都宮大学・教授）

杉の品種という言葉を用いることについてはいささか

ためらいもあるが，暫くこの用語を用いることにする。

杉はわが国固有のすぐれた最有用林業樹種として，そ

の好適した環境に恵まれ，すぐれた天然生林として，ま

た人工造林として広い育林面積と豊かな生産量をほこっ

ている。その多くのものはおそらくは数万年以上にわた

る永い間の他家授粉による自然交配の雑種であって，屋

久島，魚梁瀬，秋田などのようなすぐれた天然生林のう

ちにも，また吉野，熊野，富山，那須(八溝)，日光，金

山などのような立派な種子に基因すあ人工造林のなかに

も，さらにまた妖肥，智頭，北山，山武などのような挿

木を主体とした人工造林のうちにも，遮伝型として，あ

るいはまた突然変異の選抜や環境変異などの変異型とし

て，明らかに識別される多くの品種，いわゆる地方品種
1)2>3)4)5>6)7)8）

気候品種，あるいは林業品種とよばれるものがある。そ

して古い杉造林の歴史をもつこれらの各地では古くから

多くの篤農家たちによって，主として選抜育種によって

すぐれた数多くの優良林業品種が育成され，それらの造

林がすすめられている。そして近年は国策として精英樹

の選抜育種がすすめられ，その増嫡と造林の実行が行な

われている。

2杉の品種区分について

杉は日本の国土に一種独特な種，すなわち固有の杉樹

種としてあらわれ，これが長い間（おそらく数万年にも

及ぶであろう）の世代をへて今日の日本の杉となったも

のであろうか。また既存の類縁樹種間の自然交雑の雑種

として成立したもの力目，長い世代を経過して今日みるよ

うな日本の杉となったものであろうか。さらにまた一種

の杉が長い間にわたって類縁樹種との間に自然交配が重

ねられた結果として成立し，それがさらに長い間にわた

る自然交配を繰り返して今日の日本の杉を成生したもの

であろうか。今日日本の各地の杉はまことに多種多様で

あるとともに，同一地方でも多くの異なった品種がみら

れ，日光並木杉17,128本についてみても，ほぼ同一品種

とみられるようなものはきわめて少なく､，仔細に観察

ｰ

今
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いて古い文献や口碑などをあさり，さらに古事や伝説な

どをたよりにして杉の起源や由来などをも推定する方途

がないとはいいえないであろう｡

平吉博士は古くからChromosomeの研究をすすめら

れ，日本にはメタセコイヤ時代についでセコイヤ時代の

あったろうということをいわれている。このように杉や

近緑樹種のChromosomeの研究によって杉の成立や由

来などを探し求めようとする試みもいくつか行なわれて

いる。昭和のはじめに佐藤敬二博士や筆者，あるいは京

都大の松本賢三などが杉のChromosomeの研究を手が

けたのもこのためであった。しかし船引洪三博士も語ら

れているように，杉はChromosomeの数や型（すなわ

ち核型分析）だけでは品種区分はむずかしく，さらに深

い探求を要することであろう。しかし，今日遺伝学もメ

ンデル,モルガンに起源をもつ分子遺伝学にまですすみ，

さらにルイセンコ学派の主張する環境変異や狸得遣伝な
理)15）

ども次第に究明され，やがては杉の祖先やその推移，変

移，あるいは現在の品種区分などむづかしい多くの課題

もまた順次解明がすすめられることであろう。しかし現

在のところ筆者はメタセコイヤ.;アケボノスギが日本の

杉の遠い祖先であったのではなかろうか，と考えられて

ならない。

筆者は前述したように，かつて昭和6年（1931）に5

～6月にわたって秋田，山形両県の杉をしらべた。当時

秋田地方では古くから古老や杣夫の間で杉の樹皮による

品種区分がなされていて，営林局署でもこれを重くみて

佐木義夫によってとりまとめられ，マツフガ（モチフ

ガ，フガは肌の意でヒガともなまる)，アカフガ,シロフ

ガ，クロフガ（トヨフガ，樋肌)，アミフガ，ハナレフガ

の種に区分してそれぞれそれらの特性をしらべて造林や

利用の基準としていた。これはその後石崎によって補足

された。またその当時ヤナセ杉についても大古殿利盛に

よって樹皮型による杉の品種区分が試みられた。その後

ヤナセ杉については藤村重任や宇賀和彦によって類型区
16）

分が行なわれた。また大内晃は秋田杉について樹皮型に

よる品種区分別の生長差を指摘した。また日本各地でか

なり古くから個体選抜による杉品種が多く作られ，また

サシキ苗や伏条苗，あるいは接木苗による品種の区分や

その増殖も行なわれているが，それらの杉品種はもしも

実生苗に由来するものであれば，おそらくは1本1品種

といわざるをえないような性狢をもつものであると考え

られる。妖肥杉，智頭杉，北山台杉あるいは山武杉など

のように，主としてサシキ苗による増殖がかなり古くか

ら行なわれたものは比較的似た系統の杉も多いだろう。

しかし，これらとても，それぞれそれらの祖先からうけ

つがれた雑種としての異なづた遺伝子も多く含まれてい

る，と考えねばならないから，果たして厳密な意味での

品種と呼べるか，なお疑問が残るだろう。またこのよう

なクローンの増殖によった杉でもそれが同一地点に長く

幾世代をくりかえされるうちにはその環境に迩芯や順化

が行なわれなかったであろうか。古く正木信次郎が#識
17〉

し，石崎も区分しているように，日本の杉は表杉と裏杉

とに二大別できるような品種的な特性もみられるという

こともまた現実の姿である。

さらにまた杉のなかには山武杉のようにやや乾いた立

地条件のもとでも比較的によい生育をとげうるものもあ

れば，屋久杉や妖肥杉，行者杉，日田杉，小国杉，ある

いは智頭杉，熊野杉，吉野杉など多くの日本の杉のよう

に多分に湿気や地中水分を要求するものもある。またそ

の成長状況が早熟性のものや晩熟性のものもあり，また

枝が多く梢殺幹を作りがちなものもあれば，細枝でその

数も少なく完満な幹材を形成しやすいものもある。また

品種別の材質についても赤心や黒心，あるいは黄心（黄

白色）があり，さらにまた材に粘性の大きいものや小さ

いもの，あるいは屋久杉のようにきわめて多量の樹脂を

含むものや，多くの日本内地産杉のように樹脂分の少な

いものもある。これらの性状の差は単に環境や樹齢だけ

に起因するだけでなく，遺伝子の差に基づくものもある

ことも推察される。このような造林学上あるいは利用学

上の杉の品種別の性格はわが国で最有用造林樹種として

多くの生産面積をもち，しかもその植物繊維の単位面積

当たりの生産量は地上最大といわれ，しかもその材も有

用な用途老もっているので，きわめて重要な研究課題と

いうことができるであろう。このために古くから各地ご

とに多くの篤践家や実務家，研究者によって着々とこの

研究がつみ重ねられているが，近年になっても福田孫
18)19)釦)21）

多，同孫光父子，斎藤卯一などをはじめ幾多の成果がお

さめられているような現状である。また，他方では中国

の麓山には古くから日本の杉が移されて立派な生育をと

げているときいている。また明治の中期にはインドのダ

ージリンに日本杉の種子が移されて，材は軟かいがすば

らしい生育を示しているといわれている。また旧藩時代

から北海道にも移されてすぐれた成果をみているし，沖

縄にもかつて古く杉が移されて立派な生育を遂げたし，

昨今また新たに各地に試植中である。このように日本内

地の近隣各地の杉の移植ということもさることながら，

育林面積の多い日本本土の各地に，しかも，いろいろ異

なった立地条件の下に最も好適した杉の品種を選定して

経営することは現代の日本林業の急務ではなかろうか。

これがためには杉の品種の区分とその性格とを明らかに

－19－



すること，それぞれ各品種別の多数クのローンを増殖す

る研究と実施こそ重要課題と考える。

このような着眼のもとに古くは白沢保美，藤岡光長，

田中波慈女,寺崎渡,河田窓などの先輩をはじめ，佐藤敬

二，佐多一至，福田秀雄，石崎厚美，あるいは福田孫

多，同孫光など多くの学者，実務家たちによって今日ま

で，約1世紀にわたって杉の品種問題の研究がすすめら

れているわけである。しかし樹幹型，樹冠型，葉型，毬

果型樹齢別の生育型材質型など各方面からの杉品種

の検討もいまだ十分ではない。また前述したようにCh-

romosomeの検討も今後に残された課題である。そして
7)8)22)23）

また古く佐木義夫，大古殿利盛，筆者ならびに大内晃な

どが試みた樹皮型による杉の品種区分もまた適確とはい

い難い。しかしながら，老杉，すなわち樹齢が約150年

生以上の杉となると，地際から地上数m部の幹の樹皮は．

各個体ごとにそれぞれ固有の特微をもった樹皮型を表わ

していることもまた現実の事実であって，これらの樹皮

型はいくつかの代表的な類型に大分けできるようであ

る。それでこの樹皮型による品種区分を行なって，さら

にこれにそれぞれ品種の特性，すなわち樹型，樹冠型

葉型，あるいは樹齢別の生育型（すなわち早熟性や晩熟

性など)，さらにまた耐寒性や耐乾性，あるいは耐病性

や耐虫性，またその材質型などの品種的な特性（すなわ

ち性格，性状）を吟味して，これらを組み合わせた総合

判断法が案出されれば，もとより品種区分法として適確

とはいいえないまでも，おおよその杉の品種区分も可能

ではなかろうかとも考えられる。

筆者はこのような観点にたって，昭和12～15年（1937

～'40)の日光並木杉の調査にあたり，全数17,128本の老

杉(樹齢300～320年生)を鬼,桧,板，紐，網，松，姫の

品種に区分して，その本数分配関係を求めた。このうち

網は網と小網に分けられるし，しかもこの網と小網とで

はかなり性状が異なるので，その後これを二分して8品
22)23）

種系統に大分けすることにした。この日光杉の8品種系

統の杉が日本各地にも果たしてこのとおりの状況で現存

するであるかまたこの品種系統とまったく異質の杉も存

在するであろうか。これらの問題を解明するため，旅行

のたびに老杉の調査をすすめている。昨年秋は熊本営林

局の委託で屋久杉，妖肥杉，宮崎杉,行者杉,日田杉，大
2jl)

津杉の調査を行なった。このような老杉の写真は日光並

木杉，東照宮境内杉林をはじめ，智頭杉，金山杉，北海

道杉，その他各地のものや九州地方のものを合わせると

6,000枚余に達しているが，さらに魚梁瀬杉木頭杉，

金比羅杉，ボカ杉，京都杉，春日杉，高野杉，熊野杉，

伊勢杉，身延杉，天城杉,清澄杉，香取杉，鹿島杉，

箱根並木杉，安中並木杉．西川杉，八溝杉，金山杉，出

羽杉，秋田杉，仙台杉，平泉杉，山ノ内杉，叢杉，クマ

杉，などの調査も加えて一応の結論を得たいと念願して

いる。

3．むすび

杉の品種区分はまことにむずかしい問題であると考え

られるが，日本の固有の最有用造林樹種として適地適品

種とか，その造林撫育，あるいは利用まで品種区分がで

きれば，造林技術の推進に益するところ多大であると考

えられる。筆者の試みた一試案についても大方のご叱正

とご教示とをいただけるなら，筆者の今後の研究にも大

いに役立たせたいと考えておることを付記する。
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万国博会場と緑地の造成

柴田富男

画｡壁:;6ppig9oougg:56un5:gocoDggEb｡,.(日本万国博覧会協会）

日本万国博覧会は，史上最大の規模をもって，明年3

月，大阪府で開催されるが，吹田市千里丘陵の会場地で

は，開会を，あと11カ月にひかえて，急ピッチで懲設工

事が進められている。

緑地造成工事も，昨年末から，大樹の植栽が会場内の

各所で始められ，ようやく活気を帯びてきた。

会場の緑地は，政府が出展する日本庭園と出展参加者

が，各自の展示館敷地に造成する緑地，それに日本万国

博覧会協会が造成する会場修景緑地の三つに分けられる

が，ここでは会場修鼠緑地について，その計画と樹木植

栽等施工の概要をご紹介いたしたい。

会場計画と緑地

会場は，面積350ha,北は茨木市東は名神高速道路,西

は千里ニュータウンに接する，東西2.5kI11,南北1.5km

の長方形をした区域で，もとは，田畑，竹林，樹林であ

った標高22m～79mの丘陵地をならして敷地造成したも

のである。

会場計画は，「人類の進歩と調和」のテーマに基づき，

人間性豊かな未来都市のモデルとして作られている。

会場は，図に示すとおり，中央のやや南寄りを東西方

向に中国縦貫道路が横断する。そしてループ状の外環状

道路によって，内外にほぼ2等分され，外側には，駐車

場，東西潮この出入口などが造られる。内側は，北に日

本庭風中央部南妨向帯状に「シンボルゾーン」（美術

館，ホール，お祭り広場，テーマ館，中央ロ，協会本部

などがこの内にある）があり，これを中心にして，展示

館の区域力東西にひろがり，中国縦貫道の南には，遊園

地と，団体バス駐車場管理施設地区などが設けられる。

また，観客輸送施設として，展示地区の外周を一周す

るモノレール，中央および東西南北口からシンボルゾー

ンを結ぶ「動く歩道」高所観覧を兼ねたロープウェイな

どが設置される。

会場修景緑地は，盤備緑地と保存緑地に分けらオLる。

整儲緑地は，会場各施設の間の造成地に樹木，芝2花

卉類を適宜植栽するもので，設置されるところは，タ騨

状道路の内側では，

1．道路緑地帯2．池周辺3．広場4．新設緑地

5．モノレール沿い6．遊園地7．協会本部周辺

外側では8．東西南北口前広場9．駐車場植樹帯

10.新設緑地などである。

保存緑地は，もとからあった竹林，樹林などを自然の

地形のまま残したもので，会場周辺部に配騒される。

樹木等使用植物材料

緑地造成に用いる植物材料一大樹，中小樹,瀧木,芝，

道路植樹帯ケヤキH.12M

背景は建築中の英国館

地被植物，草本花地類一のうち，大樹は，会場修景の骨

格となるものであるが,価洛が高く,工駆的にも大がかり

で造園工事蜜に占める割合が大きく，選択をあやまった

場合の影轡が大きいので,次の各条を考慮して選定した。

・開会期間（3月～9月）に修景効果の高いもの。

・入手しやすい一般的な樹木であること。

・風土的なもの。

・移植の容易なもの。

・不良な土壌条件に耐えるもの。

・会場には，巨大な建築物が多いので，これに対応して

なるべく大きなものであること。

第2表中小木漉木樹種名

アベリヤ，アオキ，アカバノメギ，アラカシ，ウツギ

ウバメガシ，エニシダ，ガクアジサイ，キョウチクト

ウ，クチナシ，クロマツ，コデマリ，サツキ，サクラ，

シシガシラ，シャガ．シャリンバイ，ソメイヨシノ，ト

ベラ，ドウダン，ニシキギ，ニセアカシヤ，ネズミモチ

ハギ，ヒイラギナンテン，ヒメチクナシ，ヒラドツツ

ジ，ピラカンサス，プリベート，ハコネウツギ，ヒメヤ

シャブシ，マユミ，ムクケ，モッコク，ヤシャブシ，ヤ
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第1表大樹種別規格および本数

針葉樹

晶駕高枝巾枝下
函mmm

50上5.0内外3.5内外1.5州

60内俳6．004．5”2．0”

50上7．0，3．0，0．5

50”6.0,2.0上．－

30内外5．0〃1．2，－

60，6．|083.5w外15内外

40上6．0”3．0，1．0，

60内外8．5，5．521．0，
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《
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Ⅱ
曲
、
●
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Ｆ
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グ
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ｇ
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０
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５
０
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●
●
・
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。
。
●
Ｐ
●

７
８
９
６
７
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７
６
５
５

織
通
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師
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・
厩
＠
厘
０
，
Ｊ
，
吟
・

肘
目
枠
㈹
浦
卯
㈹
閃
帥
布
帥
仙
扣

７ 藩莱広莱樹

息胤商枝巾枝下
唖mmm

50上7.0内外4.0上2.5内外

75内外10．05.5内外3．0〃

90’12．06．5”4.0〃

40上5．0上4．0上1．5”

75内外7．0内外5.0内外3．0〃

75，7．0”5．0”3.0脚

60上7.0"5.0"2．5”

60内外6'O"4．5鰯2.0〃

75'7，0”5．0”2．5G

60,5.0"3.502.0'

75，9．0〃5．0，2．50

40上6.0,3.5上2．0，

樹秘

A

〈ろまつ一
B

すぎ

台すぎ

趨
一
本
獅
一
馴
一
卵
一
剛
一
却
一
細
一
加
一
Ⅷ

樹種

A

くすのきB

C

あらかし

しい

本数樹秘

本
A

190

42OけやきB

1501 C

650やなき

100むくのき

40えのき

60やまざくら

60A
あきにれ一
70B

50さるすべり

いちよう

カロリナ
鍼プ弓

錘
一
本
知
一
伽
一
却
一
卸
一
利
一
別
一
ｍ
’
㈹
一
仙
一
印
一
別
一
皿

〈ろまつ
くすのき

かいずか
い鉛監迩

いぬまき 仏
岸
旧

もちのき
メクヤユイイ‘

上･字ラヤ
シーダー

やまもも

たいさんぼく

も〈せい

釧
一
粥

岬
一
恥

あきにれ

一一

率

1.270 '3,540
本肘 1.7妬|’

マハン，ヤマブキ，ヤツデ，ユキヤナギ，ユーカリ

（都道府県の木）

あきたすぎ，あすなる，あかまつ，いちい，いちよ

う’いぬまき’うめ,うばめがしオリーブ，かいこうづ

かえで,くすのき，くるまつ，北山すぎ，けやき，さぐ

らんぼ，神宮すぎ，すぎ，たてやますぎ，つばき，つつ

じ’たいせんきやらぼく，とちのき，なんぶあかまつ，

にれ，はなのき，ひば，ひのき，フェニックス，ぷんご

うめ，やなせすぎ，やまもも，まつ，もくせい，もみじ

ゆきつばき

選定された大樹の樹種，寸法，本数は（表，）のとお

りである。

中小木，瀧木は，おおむね大樹の選定条件に準じるほ

か，大量入手の容易なものが選ばれた。樹種は（表2）

のとおりである。

なお，この中には，全国都道府県から寄贈される『都

道府県の木」が含まれている。

芝類は夏草系のもの，花卉類は大錘入手のできるもの

などに重点を置いて選定された。

工事の施工状況

会場敷地の造成工事が本格的に始められたのは，昭和

42年5月からであるが，緑地関係工事も，施工できるも

のから,なるべく早く着工することとし，

・保存緑地の整備管理

・外環状道路外の法面植栽

・附入大樹の検査と根回し，整枝剪定

が，昭和42年度から着工された。

保存緑地の整備管理工事

保存緑地は，会場の北，西，南の周辺に額縁のように

配磁され，タ解の景観につながっている。全面積は22ha

内訳は竹林50％，樹林20％，草生地30%となっている。

竹林は,西および南部に多く，すべて，モウソウ竹林

で,従来タケノコ栽培が行なわれていたものである。し

たがって，中には手入れされた状態のものもあるが，用

地買収が終わったところでは，老竹枯竹，倒竹の多い荒

れた状態のものが多かった。

もともと，竹は，日本を含め東南アジア特有の植物で

あり，竹林の美しい景観は，特に欧米人の目をよろこば

せるものと思われるので，極力，モウソウ竹林固有の美

観の保持育成につとめることとした。

平均立竹本数を10a当たり,500～600にすることを目

嬢に，老竹，枯竹，病虫害にかかった竹を伐採除去し，

除草，施肥，客土を施して，幹が緑色をした美しい苦竹

による速かな更新をはかっている。また，保護のため，

周囲に柵をめぐらせ，会場の内側に面した柵は，伐採し

た竹材，枝葉を利用して作った高さ1.2mの柴垣とし，

風致効果を兼ねさせた。竹材，タケノコの盗採や，火災

は，育成上の重大な障害となるので，監視員を巡回させ

防止につとめた。特に4月前後には，タケノコの盗採の

おそれが多いので，巡視を厳しくしているが，なにぶん

広い範囲にわたっていることではあり，完全に防止する

ことは困難なようである。

樹林地は，北の周辺に多い。樹高8～15mのアカマツ

疎林と，クヌギ，コナラどなの広葉樹林，およびこれら

の混交体で，ほとんど手入れせずに放置されたもので，

保存緑地というよりは，残存緑地とした方がふさわしい

状態であった。枯木，倒木の整理，松くい虫被害木の伐

倒剥皮焼却処理，それに下刈り，施肥を行なったが，下

木瀧木類はすべて保存した。

口、
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会場名称および緑地配置図

一

新設緑地
4．池(人工湖）8．中央口12．北口

竹林，樹林の間にある草生地のうち，修景を要するとヒメヤシャプシは，法面に，団状に，任意の形に群植

ころは，樹高のクロマツ，ソメイヨシノ，アラカシを適（植付け間隔1m)し，その他のものは，法肩，法尻，

宜植栽した。犬走に，列状に混植した。

へこれらの保存緑地の管理は，会期中まで引続き実施さ人が大ぜい集まる東，西，南，北口などに面したとこ

れることになる。ろでは，ユキヤナギ，ハギなど花木を法面に群値した。

法面植栽盛土したものは，比較的ましな土質であるが，切取法

会場敷地は，高低差の大きい地形をならして造成され面億土質不良で，活着成育が懸念されるので，植穴に客

ており，したがって，切取りまたは盛土の法面（1割5土し，有機物を投入し排水をはかるなどの措置をとった

分～2割勾配）が，かなりの面積を占めている。外環状力蛍,特に不良な青粘土層の露出したところは，修景上許

道路沿い，保緑地の縁などでは，ほとんどが切取法面でされる限り植栽を避けた。

しかも高き15m以上のところも少なくない。東，西，南，北口など，修景上重要な法面には，今春

これら法面は，すべて張芝，草の播種などにより保謹から，クロマツ（3年生苗）アベリヤ，きつき，ししが

されているが，巨大，平板な法面の露出は，景観上好ましら，プリベート等（苗丈60～90m）が，部分的に群植

しくないので，4樹木，激木類を植栽して，修景するこされる。

ととした。大樹の植栽と管理

樹種は，ニセアカシヤ（高さ1.5m内外）ヒメヤシヤ大樹は,l臘入から根回し，整枝剪定その他養生管理を
ブシ，ヤシヤブシ，ヤマハン（苗丈25cm上）エニシダ含め,会場への移植までを一括して,業者に発注された。

（苗丈60cIII)ユキヤナギ（丈40cm,株立10本内外）ハギ－購入した23樹種,6,600本について現地で厳格な立木

（4，5本立）ススキ（5，6本立）で，すべて溶き悪土壌検査を行ない，所定の形状寸法に合格したものには，番
に耐えるものを使用した。号札をつけ，その写真と共に台帳に記入された。合格し
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まったく適しないものである。

値栽場所は，敷地造成土木工事のため，深層まで切り‘

取られ，あるいはこれらの土で盛土されたところで，多

くは，排水不良の状態である。

このことについては，昭和42年8月，醍林省林業試験

場関西支場に，土壌改良植栽方法に関する現地調査を

依頼したので，その調査結果に基づき，次の方法で植栽

を行なっている。

○値穴はできるだけ広く，深く掘り，埋戻しには良

質の客土または改良剤で十分処理した土壌を用いる。

o土壌改良剤は，有機質（ピートモス）と，高分子

化合物(EB,ユタカロン）を併用する。

○値穴の底を透水管で連結し，その下方を下水のマ

ンホール等につないで「めくら暗渠』を作り，排水

をなどよくして根腐れを防止する。

○十分な排水を望めないところでは，適当な本数を

寄せて，島状に高植えする。

このようにして，現在，落葉広葉樹の大半の植栽を終

わった。

一

協会本部周辺の台スギ

た.ものはただちに根回しを行ない，整枝剪定は，なるべ

く各樹種本来の形態をそこなわぬよう，間引剪定などの

方法がとられた。ひきつづき，昭和43年度会場へ移植す

るまで,1年～1年半の間，現地で十分保護管理された。

会場に移植する時期は，昭和43年秋期から44年春期と

決められた狐これは開会が3月15日で，常緑広葉樹の

植栽適期前になり，前年にしか植える時期がないことと

開会までにできるだけ樹勢を回復し，開会時には，望ま

しい樹形になるよう考噸されたものである。

植栽施工には，障害となるいくつかの問題点がある。

その一つは，他の建設工事から受ける制約である。特

に，外環状道路内については，植栽場所が，建物，池，

道路その他篭造物の間にあるが，時期的にそれら工事と

併行して植栽を行なわねばならぬこととなり，他工窮の

施行状況のいかんによっては，予定の時期に植栽できな

い事態も起こりえる。

この点については，植栽と，これに関係する他工事と

の間で，綿密な工程の調整を行なうことで，円滑な進行

をはかっている。

もう一つの問題点は土壌条件がきわめて不良なことで

ある。

会場地付近は洪穂層に腐し，渚悪な砂，シルト，粘土

が，順次に層をなして堆職しているが，深部の青粘土層

は，固結状態に近く，不透水屑をなし，植物の生育には

小樹液木の植栽

小樹瀧木などは，大半これから秋までに植えられる

が，その中には娯楽地区東南部につくられる｢日本の森」

の櫨栽がある。

「日本の鞠は，日本の国土をかたちどって，その中に

全国の「都道府県の木」を，それぞれの位蔵に植えるも

のであるが，これらの樹木のうちには，会場とかなり風

土条件の異なる樹木があるので，植栽には十分慎重を期

している。

植栽の施工に引続いて，会期終了までの保謹管理工事

力施工される。

潅水，剪定，施肥，病害虫防脆支柱手直し，それに

蒸散防止などである。

前述のように排水設備を施しているので，瀧水は，回

数量とも，十分に施さなければならないので，植栽地

の要所には，すべて水道管を引き入れ，散水栓を配置し

て，労力の軽減と，作業能率の向上をはかっている。

蒸散防止とは，蒸散抑制剤グリンナーの散布を行なう

もので，これは，大樹の根回しや輸送，植付けの際に使

用して効果が見られたのであるが，保謹管理に当たって

も，状況に応じて実施される。

人為，天災による損傷の防止も重要な事項のひとつで

ある。人為による被害は防ぎえるとしても，心配なのは

台風である。閉会までに，二度迎えなければならない台
風期を，何とかして，無事に過ごしたいものである。

《
夢
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お鵜寅
第冒

13：島根大学演習林
回量

沖村義人

(島根大学付属演習林）

Iはじめに

島根大学農学部は昭和40年度に国立移管に着手し，43

年度に移管を完了する予定で，したがって演習林として

も発足以来，日なお浅く，試験，研究もほとんど着手し

たばかりの状態である。

本学演習林は昭和22年島根農林専門学校の発足と共に

匹見町に演習林を入手した。この演習林は中国背凌山脈

の両端に位置し，天然スギの分布の多い所で，西日本に

おいては貴重な森林であった。したがって演習林として

は天然スギの保存につとめ，主として学生の実習の用に

供していた。昭和26年島根県立農科大学の発足と共に，

天然スギの現状調査，更新，経営の試験を開始したが，

その成果の十分ならざるうちにやむをえざる事情により

同演習林を手離さなければならなかった。すなわち同演

習林は匹見町との地上権設定契約に基づく借上地であっ

たので，町財政，県財政の都合上，国立移管に際し強く

返還を迫られ，関西林木育種場その他より同演習林の天

然スギの保存を要望されていたのであるが，返還のやむ

なきに至り，その代替地として，現匹見演習林を昭和39

年5月に職入した。

また昭和26年島根農科大学の発足に当たり，松江農林

高等学校を付属高校として吸収し，その実習林を来島演

習林として編入したが，同演習林は手入れ不足の造林地

多く，また皆伐跡地も広範に及んだので，その手入れ，

育林に主力を注ぎ，その整術が完了してようやく試験，

研究に着手できる状態となったとき，国立移管問題が起

こり，これまた松江農林高校が分離独立するため，その

演習林として手離さざるをえなくなった。これの代替地

として三瓶演習林を昭和38～39年度に鵬入した。

以上2カ所の島根塵科大学演習林は演習林としてはき

ほど遠隔地に所在していたのではないが，交通不便の土

地にあり，また宿泊施設も完備していなかった。そのた

めさらに学校至近の土地に小面積の試験林を有し，学生

の実習，教官の実験材料に供していたのであるが，その

目鋤にた

えなかった。したがって日常の試験，研究に使用する実

験林を昭和41年度末に松江市内に聯入したが，まだ整備

の段階である○以上のごとく本学演習林は各地とも，入

手後日浅く十分な研究活動ができていないが，かえって

試験，研究の着手には好都合なのかもしれない。

Ⅱ各演習林の概要

（1）匹見演習林

本演習林は島根，広島，山口の3県境付近に位置し，

石見益田市より50knlほど南下した中国山地の背稜部に

約300haを占めている｡､標高は600～1100mで温帯林に属

し蓄積は3000m3の広葉樹林力:あるだけである。

本演習林はもと匹見演習林と異なり，天然スギもほと

んどなく，現在のところ林業的価値は低いのであるが，

天然スギより選抜した挿木スギの植林を大々的に実行中

である。近く西中国山地国定公園に指定されることが内

定しているほど風光明眉の地でもある匹見峡の重要部分

を占めており，また西日本における有数のイワナ，ヤマ

メの釣場でもあって，中国縦貫道路完成のあかつきには

一蹴脚光をあびることが予想される。

（2）三瓶演習林

本演習林は大山，隠岐国立公園に所属する三瓶山の北

東にあって，大田市および飯石郡頓原町に3団地，面積

約260haを占めている。

本演習林の低部（海抜300m付近）は暖帯常緑広葉樹

林，高部(600m付近）は暖帯～温帯落葉広葉樹林に属

し，その大部分は伐採跡地で，約30ha,の広蕊樹林，幼齢

の造林地30haを有するにすぎない。

本演習林は大学より自動車で2時間の距離にあり，宿

泊施設もー応そろっているので，学生の宿泊実習はほと

んどここで行なわれている。

本演習林も入手後日が浅いため，試験，研究に十分利

用するに至らず，産地試験，肥培試験，地鉾試験等を育

林事業と並行して進めている程度である。

（3）松江試験林

本試験林は常時学生の実験，実習，教官の研究に利用
するため，大学近接地に昭和42年に入手した。

面識は21haであるが，そのうち15haを見本林,6haを

各種基礎試験林に利用する予定である。

現在まで各地にみられる見本林は各樹種の単木植栽

か，あるいは多くても数本の植栽程度のものが多く，樹

木の分類，識別には役立つが，各樹種の成長比較，諸害

に対する抵抗性との比較，林分としての成長経過の解析
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マツ巣植え試験体（三瓶演習林）

などには利用できないうらみがあった。

したがって本試験林の見本林では，本邦産重要樹品種

100,外来樹極50をとりあげ,1樹品種1反歩植栽を目標

として育成し，各種の試験，比較調査を並行して進める

計画である。

本試験林は大山，隠岐国立公園のため設けられた島根

半島スカイライン沿いにあって，利用者，見学者も多い

ことが予想されるので，立派な見本林とすべく職員一同

努力中である。

Ⅲ試験地の概要

前述の通り，島根農大時代の演習林は島根の西端に近

い匹見町にあった。中国山地の天然スギ林に恵まれたよ

い林ではあったが,松江からまる1日もかかる不便な所で

もあるのでもっぱら泊りこみの学生実習にあてられた。

三瓶山j罐の実習農場は約半日行程にあり，小面積の

林野も含まれていた｡現在は国道の整備で,松江から2時

間余で行けるようになり，新しい三瓶演習林の事務所も

おかれている｡ここにいくつかの試験地を設けたが,調査

が続けられ結果も報告されているのはこの試験地だけで

ある。ここから一時間たらずの三瓶山国有林の一角に京

都大学と共同の天然スギ系統究明試験地が設定され，島

根農大の造林研究室が，その企画調査を担当している。

本来ならば演習林に設けるべきものと思うのであわせ

て紹介する．

（1）2葉松の産地試験

開設の始め各地産のマツ類を試験材料として，手元に

おく必要を感じ，各営林署にお願いし,30産地のアカマ

ツ，クロマツなどの種子を入手した。特別な注文をしな

かったから，おそらく地元の林分の混合種子と思う。昭

和28年の春播き，1回床替苗を29年12月に植栽，アカマ

ツ14産地，クロマツ13産地，アイノコマツ3産地，1産

地1列植14～18本計493本，39年の生育406本。

調査；種子，苗木の形質，37～39年成長について

結果；アカマツ，クロマツの間には苗木の耐乾性（ポ

ット値による枯死試験の結果）活着性，樹商に差がある

ことがわかった。直径には差が認められない。産地間に

は差があるものもあるが，傾向はつかめない。

10年の樹高アカマツ4.2～5.41n

クロマツ4．8～6.6m

アイノコマツ5．5～6.3m

10|年生として久ロマツ，アイノコマツの樹高成長は著

しくよい方で，最近3年間は，年成長錘が平均で40cm

前後である。列間2m,苗間1mであって枝打，間伐と

も現在まで行なわれていない。

（2）巣植え試験

放棄された畑地を利用して巣植えによる同種競争の効

果をみようとしたが現地での管理の都合で，雑草との競

争状況を調べられなかった。

アカマツ，クロマツを用い単植区（1.4×1.8m)巣植

え粗（1辺×1m)巣植え密(1辺0.5m)1巣は中心に

1本いれた5本の正方形，中心と中心の間隔3.6m

昭和28年12月2年苗植栽単植123本巣植え粗100

本密50本

35年7月38年11月に調査した。巣内に雑草なく，下

枝隣れ上り始め，巣間も草が少ない。

アカマツ，クロマツともに平均樹高直径単植区最大

で，巣植え密最少，最大木をとっても同様であった。

巣間の間隔をもっと広く，かつ雑草競争に重点をおく

べきであったと思う。

（3）天然スギ系統究明試験

大阪営林局管丙の天然スギからのサシキ苗の特性を調

べるために，9営林署管内の天然サシキスギ苗を比較植

栽した，近幾中国の4試験地の一つである。（京都芦生，

和歌山県白浜，山口徳山）

ここは三瓶山畭斗面海抜約650mの国有林で,1産地

200本づつが,50本の4区でくり返されている。落葉広

葉樹林を伐採して設定された。32年5月初の植栽，38年

末までの調査の主な結果は，他の3試験地とともに大阪

営林局より40年に報告されている。

38年秋の樹高順位（年平均）単位cm

尾鷲矢川202鳥取沖ノ山201金沢白山199

倉吉中津193宍粟山崎183松江三瓶183津山．

逮藤170京都芦生165教賀黒河145

矢川がよく，芦生がやや悪いのは他の試験地と共通で
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栽地のこの産地からのスギの葉形はまったくウラスギ型

である。

黒河産のものは各産地中最小の苗高で出発したが，昭

和38年までに平均では股初の差においつくことができな

かった。

ブロック間の差はかなり著しい，3区の中央から4区

の中央にかけてが条件がよいらしい。

Ⅳおわりに

以上各演習林の概要および試験の慨略を報告したが，

島根大学農学部は歴史が浅く，演習林も発足したばかり

で，現在は試験，研究に使用する林地の整術の段階であ

る。したがって現状では経営，利用関係の1I暁は未着手

で育林関係の試験研究が主であり，特に産地試験，肥培

試験，省力化試験，密度試験等を行ない，過疎現象に対

応した育林技術の開発に力を注ぎたいと考えている。

－

スギ密度試験林（三瓶演習科ウ

あるが，黒河は他でよく，白山は他でやや悪いのは反対

の結果を示す。

ここでの結果を産地の地理的関係と結びつけて説明す

るのはむずかしい。矢川は典型的表日本に属するが本植

寒いぐらいでした。その裸の男たちは祭の般商潮には

激しいもみ合いと，ぶつつかり合いによりその肉体は

たちまち朱を帯びて来る。

その一団をめがけて準備した水桶の冷水を頭から浴

びせる｡たちまち上る湯気,裸男は境内から次第に神社
ナ訳イダン

本殿へと進み神男を社殿雛追殿に納め，裸男達のすべ

ての厄を背負い込んだ神男は当日の深夜朧追神事にて

厄を捨てこのお祭の終わりとなる。

滝沢兼松（名古屋営林局）

はだか祭

その年の厄男の中より選んだ男を神男とし，その神

男に一指を触れ己ｶﾐ厄を払い除けんと白晒木綿にて下

腹部をおおった近郷近在より集まった3000有余人の裸

男たちが勇しい掛声と共に勇壮な身体のぶつつけ合

い，もみ合いを展開する裸男の祭典，これが愛知県織
コウノ§ヤ

物の都一の宮に近い国府宮の天下の奇祭はだ
蛍オクニタマノ竜コト

《
‐

か祭です。このお宮の祭神は大国霊命を始め
ｲずﾅ牛ﾉｾｺﾄ

伊弊諾聰その他6神尾張の国霊を奉祀した社

で，文徳天皇の仁寿3年，官社に列せられ毎
ツイナザイ

年旧歴正月13日に行なわれる，追雛祭（厄を

追い払う祭国府宮祭）でこれがすなわちはだ

か祭です。

1200余年の伝統をもっともいわれ今年は3

月2日にこのお祭が行なわれました。このお

祭が行なわれる当日は非常に寒くなるのが通

例であって，今年も暖冬にて祭数日前までは

暖かい日であったが，お祭前々日より非常に

寒くなり当日は薄曇りの日で朝の気温－2．6

度日中7．1度といずれも平年より3．2度から4

低い寒い日でした。裸の男たちよりも見物の人

2度から4．1度も

〔悪餓扇も見物の人の方が

-[山の生活］

皆さんのこの欄への寄稿をお待ちしております
〕説明に写真を1枚そえて下さい
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ぐ連載随筆＞

毒 舌有用

その3

草下正夫‘

＝(林試.造鉢部)’

経営計画について

経営計画は森林管理経営の全般にわたる大綱を示すも

のには相違ないが，その眼目とするところは，やはり収

極予定にある。

収謹予定法にはいろいろの方式があるが，いずれも保

続原則にのっとっている点だけは間違いない。いかにそ

の数式力遜論的に正しかろうとも，現実は少し違うので

ある。というのは，どの方式によるにしても，一定の方

式で一輪伐期以_上を経営して初めて首尾一貫した保続原
則力:保たれるのである。もちろん，その間検訂は行なわ

れるであろうけれども，本来の検訂の意味は，施業期間

の実行と計画のずれを検討して次の施業期でその分を修

正しようという点にある。それなのに倹訂の都度，現在

蓄積から新たに収謹予定をやりなおしていたのではなん

のことかわからない。たとえばここに一個のマンジュウ

があったとする｡このマンジュウを半分食っても,あとの

半分は残る，残った半分の中からさらに半分を食っても

4半分はまだ残っている。しかしこれを繰り返している

､うちについにマンジュウは吹けばとぷような零細なもの

.となってしまうであろう。ちょうどそれに似た現象力軽

営計画の内容として起こっているように思えてならない

今を去ること30年前，今でいう札幌局の施業案調査員

をしていたことがある。大部分が天然生林でそれを調査

､してみると，老大木で幹が空洞のもの，ほとんど腐朽し

･ているものなど径級が太いので相当大きな率を示してい

たので，それらを除外したものを蓄劉として表示しよう

‘としたところ，主任技師から「そんなことをしてたら伐

採量が激減するからやめてくれ」とたしなめられたこと

がある。その当時でさえ，なるべく多くの伐採量を生み

だすような施業案がくまれていた訳である。

今日本州ではほんのわずかの奥地林しか残っていない

のに伐採量を生みだそうとすれば，造林木の成長を希望

的観点で高く見積るよりない。そうしないまでも一般に

齢級の高い造林地は国もどの立地のよい所に多くあるの

で，それから得られた成長量を造林地全般に適用した計

算をすれば，自然と過大な成長堂を見込むこととなる。

また天然生林の多くは自然枯損による減少と成長錘とが

ほとんど等量で，森林全体としては成長垂はほとんど零

に近いのに，適当にきめられた平均林齢によって総蓄就

を割った平均成長量を収謹予定に援用することがまれで

はない。かくして現実とはかなりかけはなれた成長鐙に

基づく収穫予定が繰り返されるとすれば，山の蓄積遼は

次第に減少して，どうにも経営計画のたてようのないも

のと化すことは目にみえている。

戦前は，山を歩いていて樹種選定の誤りなどについて

意見をいうと，担当区さんから「いや，それは施業案の

指定によったのです」という答えが返ってきた。繁者は

何もこの，責任を施業案に転化した解答語ほめようとい

うのではない。当時，いかに施業案を金飛唾条として経

営が実行されていたかをいいたいのである。近年はおよ

そ’そのような答えに接することはなくなった。それは

営林の実行者の頭の中から，経営計画なるものの影が薄

れ，大いに経営計画の権威失墜したと見なければなるま

い。

なぜそのようなことになったのか？一つは戦時中の

大増伐に続いて戦後の復興用材の増伐という非常事態に

よる経営計画放棄時代を持ったこと。その立て直しは行

なわれた訳であるが，営林官の心のすみに何らかの残痕

を残したであろう。二つには倹訂期間が5カ年になった

こと。10カ年間継続して施行しなければならぬ場合と5

年たてばまた変更されるかも知れぬというのでは，経営

計画の重みに大差があるのではなかろうか。

三つには立案者が絶大の自信をもって強行するに足

る，自ら十分納得できるような経営計画を作るには，あ

まりにも山の実体がかけはなれていたこと，などが主な

原因と考えられる。

いまさらいうまでもなく，われわれ林業にたずさわる

者の最大の責務は，前代から引き継い海森林費源のもつ

生産性を維持増進することにある。もしもわれわれ一代

を経た後に資源をくいつぶしてしまい生産性は著しく低

下していたとしたら，こんな申訳けのないことはない。

現在あれだけ多量のﾀI材が転入でき需要をカバーしてく

れているうちに，国内の生産の場を整備し資源の回復と

生産性の向上に資するような経営計画こそ望ましいので

ある。

××
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山の村と古い芸能

雪深い東北の村々 には今も神楽や田楽，風流，舞楽，

能，狂言延年それに芝居などの古い芸能が残ってい

る。奥会津の桧枝岐は今では秘境ではなくなった鍼こ

の村で毎年旧7月のお盆に上演される歌舞伎は，酒田の

郊外の黒森という砂丘あ部落で'2月15日と17日の2日演
ぜられる黒森歌舞伎とともに有名である。どちらも役者

.はみな村の人で,黒森では雪の上にむしろを敷き，家の

人の手作りの料理を，隣の席の人に披露し，盃を交わ

しながら夜を徹して芝居をみる。山の多い東北には，山

とのつながりをもつ古い芸能力銭っている。秋田県花

輪営林署管内の小豆沢大日堂の舎ざいどう、もその一つ

だ。この地方は古くから鉱山の発掘が行なわれ，鉱石を

鋳るのに使う薪や炭が作られていた。この大日堂は謎老

年間に再興され，その時京都から楽人が来て舞楽を教え

たという縁起話があるが，大体は岩手県の早池峯山越と

洞じように山伏の祭りであったのだろう。早池峯山は約
r2000mで北上山系の主峯である。昔からここは霊山とし

て信仰の中心であり，中世から近世にかけて多くの山
伏,修験者が住み一大道場となっている。山伏たちの加

持祈騰として語り演じられてきたの力鳥今日大償と岳の

両部落に伝わっている山伏神楽である。荒々 しい神々

.が，美しい女人が,また奇抜な道化が，激しくまた優美

"に，みちのくの山里に中世の香りをふくよかにまきち

らす。心を浮きたたす太鼓，銅銭，笛の音，この神楽組

"の訪れがどんなに山の人の心壷なごましたことだろう。
大日堂の誉ぎいどう、も早池峯の神楽も能の系統をひ

くもので，山形県の黒川能も，ほど近い羽黒山をはじめ

月山，湯殿山につながる修験道文化とのかかわりを感じ

春日神社からみた村

させる。黒川能がきまって演能されるのは2月1日，2

日の王祇祭，3月23日の祈年祭，5月3日の例大祭，1］

月23日の新殺感謝祭で，そのほか7月15日の羽黒山花

祭り，8月15日の庄内神社祭典に奉納しているが，圧巻

は2月の王祇祭の演能である。わたくしは今年秋田営林

局の岩川，渋谷両氏と鶴岡営林署のお世話で20数年ぶり
に2月1日王祇祭の能を見た。

宮座と能座

黒川の村は，鶴岡市からバスで40分。山形県東田川

郡櫛引町の赤川以東の旧黒川村で，能を伝えているのは

その中の'0ばかりの部落である。村の氏神，春日神社を

中心Iこ南の部落を上座北西の部落を下座としても二つ

にわかれて能を受けついで600年の歴史をもち，能太夫

が座の指導にあたる。能座が二つあることは芸の競合の

意味をもっており,立ち合いの能の形成を残している｡今

年は年末から新年にかけて，庄内地方は日本海からの風
がまともに吹きつけて深い雪と寒さに閉ざされた。その

’月3日，両座の能太夫の家で興行が開かれた。両座と

もに御尊面の入った御守神様を宝蔵から出し，床の間に

まつって,神官,長人衆（おとなじゅう),能座の人々 が御

神酒をひらく。黒川では長男は25歳，次男は30鏡になる

と能座へ入れる。その新客の座入りの祝いに脇能の小謡

が朗々 と謡われ，次いで太夫から今年の王祇祭の能番組

が発表される。能座の人々は村に住む農民で，役場や農
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協に勤めたり，野良仕事，果樹の消毒やら，ある人は山

林の植栽や下草刈りに働いている。

能座は村の春日神社の氏子組織である宮座と一体化し

ており，宮座の役員のほとんどがかつて能役者であり笛

や鼓のお師匠であった人ばかりである。宮座は中世以降

滋賀や奈良，兵庫などで発達した神事組織で，特に滋賀

県のそれは近江型とよばれているほど組織だった合理性

を具えた儀礼を今日も保持していることで有名だ。

宮座のなりたちは,氏族社会のしくみとして氏の長者

が氏人をひきいて，産土神，農耕神である氏神をまつり

生産と生活を豊かにする力とした。宮座の氏子はすべ

てその地域の民であり，氏子はだれでも当屋の当人とな

り一年神主となることができた。黒川の宮座は上座，下

座にわかれていて，どちらにも当屋があって，その当人

は年齢順に選ばれる。延享4年の文書に「黒川村当人儀

ハ年寄次第,何程ノ困窮者ニテモ相勤メ…….」とあって，

身分の差も，貧富の差もなく，生涯に一度当屋当人とな

って祭事をつかさどる喜びを平等にわけあうという心や

りである。

2月1日王祇祭までの当屋の大切なつとめは1月17日

の宮上りの儀式だ。今年は焼豆腐は商売人に頼んだが，

まえI*豆腐あぶりという楽しい仕事があった。長さ4m

幅1m位の大きな炉の周りに，豆腐の串を立て,8俵の

大豆から作った1万本を3日間あぶり続けるのだ。部落

の若い男女20～30人が炉を囲み，めいめい長い青竹を持

って，向い側の焼け具合を知らせ合う。あぶった豆腐は

凍らせ，上座では祭りの当日味噌で煮て二審汁につけて

食べる。下座では塩煮して熱い二番汁をかけて食べる。

二番汁は近くの山で取った山椒の匂いの強い醤油の汁で

ある。この日の料理は七味の菓子と呼ばれているこの村

の山野で取れる材料で作る習わしが今も固く守られてい

る。豆，栗，クルミ，串柿，昆布，豆腐，ゴボウで，こ

の料理を上下座の側当屋と清和武夫さんの家で御馳走に

なった。

〆

王 祇祭

2月1日の未明,早くも王祇守,提灯持ちたちが春日神

社に登っていく。小高い丘の上から見下す部落は深い雪

に埋まっており，今日の祭りを迎えるために早起きした

家々の灯が螢火のようにまたたいている。新しい神の回

帰を求めるための厳粛な朝明けが近づこうとしている。

やがて春日神社から2本の王祇様が薄明の中を松明を先

頭として当屋へ下ってゆく。行列は鍬と鋤をかついだ

男，提灯持ち，王祇守とつづき，後から晒木綿を頭に巻

いて冠子供がウオッと叫びながら進む。王祇様は2mほ

どの3本の鉾に4丈7尺の白布をつけ扇形にした神のよ

りしろである。これを当屋の座倣の中央にまつる。神を

迎えた当屋に祥姿の氏子たちがつめかけ，宮座のきょう

宴がはじまるのだ。まず人名帳を読みあげて出席を確か

める､座狩、がある。

「劔持泉殿お着きなされましたか」

「ようござります」

この古風な座狩が全員におよゑと，来年の当乞いが行

なわれる。来年の当屋の提灯持ち候補が，若々しい声を

はり上げる。

「東西，東西。めぐりの長人衆おつき（お聞き）なさ

れましょう。太夫殿おつきなされましょう。中座の末の

若い衆おつきなされましょう。××村，××右ヱ門，来

る正月3日の当申し受けたいとのお願いでございます」

座醤え，新しい入座などの承認が行なわれて酒確りが

始まる。膳部は豆腐，ゴボウ，なます，納豆，ミョウガ

などをあしらった≧六ﾂ采.である。黒川では能具や提
灯などにこの紋を用いる。これは黒川能の最初の保護者

武藤家の紋であるからだ。

おふるまいが終わり，金峰山に陽力式おち，当屋では王

祇灘の前に方2間の能舞台が作られ，大ロウソクがとも

され，その炎の垣の中で4～5歳の幼童が演ずる大地踏

が始まる。そのとき王祇様はひろげられて扇となり，地

を踏みとどろかせて祈ることばを聞きとどけるのであ
る。続いて上座では脇能の難波鵜飼，井筒，鈴鹿山，

猩々の5番，下座では高砂，忠歴，竜田，鐘巻道成議

大瓶猩々の5番が続く。各番組の間に狂言4番が入っ

て，夜を徹して舞いつがれる。黒川では，この夜と翌日

神社で舞う上座の翁，下座の三番夏を所仏側とよび大変

重視する。

2日の朝，王祇様はまた行列に守られて宮上りする。

社前のあそびの庭に上下の王祇様は落合って，そろって

宮のぼりを行なうのだが，石段の中ほどから、朝尋常、

と呼ばれる猛烈な競技に変わる。若者に抱えとられた王
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当屋の能を見にいくと、舞台の上の梁には，金何千円

とか，酒何斗，米何斗といった寄進者の名を書いた大き

な紙がはってある。黒川能は藩政時代には酒井藩より保

謹を受けていた。それが明治維新の廃藩によって春日神

社の社領が失われ，能太夫の扶持もなくなり，それから

村内外の「合力」によって自立の途をたて，大きな危機

の波を乗り切った。その時からの習わしとなったのであ

る。

太平洋戦争は，能を舞う人を奪ったばかりでなく，ロ

ウソクの製造は禁じられ舞台を照らしていた大きな灯明

の灯は消えた。しかし，今日黒川能がはらむ問題は，ま

えの二つの盛衰の波より大きい。これは黒川ばかりでな

く日本全部の農山村の問題であるが，急速な近代化，機

械化が労働力の流動化と兼業化を促し，農山村の基盤は

出稼ぎのためにくずれ，その上米価問題,食管法,農地法

の骨抜き改正のために農村の構造的変革が急速に進むな

かで，これまでの腿耕生産と共同体組織にささえられて

きた旧守の思想や伝統の意識はうすれざるをえない。容

易でない時代といえるだろう。

昔からわが国の山や村には，実に多くの民俗行事や芸

能，仕事歌といった民謡が生成きれ継承されてきた。こ

れは山や村の生産や腿耕生活の中で生まれた貴重な文化

泄産である。それが急速な近代化と技術発展，それに伴

う出稼ぎ，離村などのために，農村の伝統はくずれ，民

俗行事は次第にほろび，歌声も消えるか変質してしまっ

たものが多い。これを何かのかたちで残すべきではない

だろうか。いま，国民の保健休養の場としての山という

ことがいわれている。それがその場かぎりの観光宣伝に

乗ぜられたのでは山は決して美しくならない。古い山の

村の歴史のなかに生まれた貴い文化遺産を知り，それを

山と結びつけて理解することによって，山はほんとうに

美しいものとなり，憩いの場となるであろう。

一

様が雪の石段を突進し，狭窓から拝殿に送りこまれる。

一瞬の勝負だが，このどよめきと喚声が不眠も寒さも吹

きとばされる。

春日神社の舞台を見たとき，一番蝋いたのは楽屋が二

つあることだった。能座が二つあるから楽屋も二つある

のはあたりまえであろう。拝殿が能舞台になっていて，

王祇柱の左右に両座の当人,王祇守,提灯持ちが順になら

び，舞台の周囲には，めぐりの長人衆がおのおの1張づ

つの龍提灯を前にして坐り，酒や重箱をひらいて，さし

つききれつして能を見る姿はいかにも楽しそうだ。この

日の能は両座の脇能各一番，両座立ち合いの大地踏，所

仏側の翁と三番更である。観衆の喜ぶのは今年は4歳の

かわいい子供が演ずる大地踏だ。上座の子供は金烏帽子

に黒はち巻の男姿，下座の子供は黒烏帽子に赤はち巻の

女姿で，上座が神社をたたえ，下座が仏寺をたたえ，そ

れぞれ千秋万歳を祝う。

能が終わると若者による棚上がり，餅切りの競技があ

って，参加者に花が配られる。農作物の実りを祈る花で

ある。黒川に近い羽黒神社の花祭りの花は豊年を祝う稲

の花であり，この祭りに黒川能力澤納されることは，山

伏修験道文化のつながり，山の芸能を感じさせる。祭り

は終わった。人々はわれにかえり山を下りていった。春

にはまだ遠い東北の山の村，雪がまだ深い。若者はまた

出稼ぎに行くであろう。

一
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No.352号「カナダの森に生きる」につき

ましては誤植がありましたので謹んでおわ

び申し上げ訂正させていただきます。

I ｜
｜
Ⅱ

執者名…･･小江美江一→小沢美江

27P2行目……経営部長→事業部長I
|’’くずれゆく山の芸能 一一 一－－－－－
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号会員の広場

二つの文を読んで

橋本辰男
(札幌営林局・作業課）

わたくしが，山として知っているのは，青森の大畑の

山と，札幌管内の山だけである。

だから，これからいうことが，全国的に当てはまるか

どうかはわからない。

しかし,なぜいうのかといわれると,せめていまの札幌
の山々 が，こうあれかしと願うからである。それから，

たとえ札幌の山をこうあれかしと願うにしても，いつも・

荒唐無稽な観念論であってはならないのだが，いままで

読んだ文のなかで，そうでなくて，なんとかなりそうだ
という示唆が与えられたからで，きわめて一般的なこと

になるかもしれないが，二つの文からそれぞそ引用させ

ていただいて意見にしたいのである。

物いう自信ということがある。自信なしに物いうこと

は，引っこみがつかなくなるか，叩きつぶされてしまう
かのいづれかになって，なんら効果がない。

かつて(S.29)わたくしが大畑から上芦別へ転任し

たときのことである。台風直後のことで，風倒木の処理

ということが，営林署の仕事のかなりな部分を占めてい

た。

そのころ，いろいろな用事で山へ入ると，伐採跡地の

更新のために，稚幼樹が生えていて，それに多少手を加

えれば立派に育つと思われるに，焼払ってカラマツを植

えている。

北海道っておかしなことをするところだなと思った

が，へんなこというと，妙なことになってはいけないと

思い，納得いかないままみていた。

理論の根拠はどうも短伐期林業にあったようである。

それから10年，カラマツ林業が裏目に出たり，大面積皆

伐が寒風害などに参るに及んで，あっさり前の方針を改

め，漸伐だといいだした。もちろんその段階で第3次に
入った空知経営計画の編成では，天然林作業を主体とい

うことに逆戻りして，遂次他経営計画区に及んでいる，

その態度はよかったと思っている。しかし，態度がよか

ったからといってすべてよかったとはいえない。

第1収稚保続の原則がくずれている。成長量の2倍近

い収謹がそれである｡その理由は,法正林への復元にある

のではぼくて，需要に合わせた伐採をしながら樹種更改

だとか，林種転換だといっている。しかも小面積から大

伐採をするのだから，輪伐期は100.年ぐらいになってし

まう。これだと高伐期になるから，理想林形ならそれも

いいだろうが，伐ったあとの山がこれまたすぐにでも手

をつけなければならない粗悪林分だからわけがわからな

くなる。（わたくしはha当たり100,3や150,3の山は粗

悪林と思っている)。

しかし林学理論を振り回すほど素菱のないわたくしに

はその道の大家のいいなり，実践を活用させていただく

より手はない。それでまず，お借りしたのは「林業新知

識Nol82｣。

「ここに紹介する林業農家寄木稔衛さんほ20haの山を針

広混交の択伐林に仕上げた例である。そしてそこから毎

年100万という収入をあげている例なのである」と前職

きしてこのリポーターは続ける。「寄木さんは，すでに

足ごしらえを終わり到着するわたくしをを待っていた。

休む間もなく，寄木さん自慢の択伐モデル林へと案内さ

れた。当年65才，小がらな体つきに以あわず健脚の持主

である。昭和41年度全国林業経営者推奨行事で農林大臣

賞を受け，その経営が多くの人の注目をひきつけたとは

思われない静かな人である……｣。とにかく山の作り方

がいいから腿林大臣が表彰したのであろう。農林大臣と

いうが，審査はおそらく林野庁がしたことであるから，

どんな考えで優秀だと決めたのか，たとえば民間人の模

範としたのか，また林業一般の手本としてやったのか，

まことに興味深いことである。

とにかく前へ進める。

「山は異様であった。スギやヒノキの一斉林を見なれて

きたわたくしには，今年はえたものから60～70年までの

スギ，ヒノキ，モミ，アカマツが混然としている林間が

珍らしかった」

リポーター氏は，おそらく林業にある意味で少なから

ぬ経験を持っておられるようであるが，こ・のような林相

に蝋いている。それだけ日本の山々が人だの，しかも一

斉林化してきていることを示すものであろう。

一斉林を悪いというのでない。しかし，一斉林を作る

にはそれなりの特別の理由と効果がなければならないわ

けで，人手の少ない今日，手間ひまのかかる人工一斉林

を育てることは，これだけでも至難な業だと思う。

そこでまた先に進んで寄木さんの話を聞こう「….､森

林は工場である。機械である材木を皆伐のように一時に
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持ち去っては工場はストップしてしまう。択伐ならば悪

い機械（不良林）を除きながらよい機械（健全木）を残

し，よい機械ばかりにしてしまう。こうして連続的に動

かしてゆくことが生産を最も高めることだ･･･…･」

小面積だからこういう育て方，経営ができるのか，こ

の方法が一般的に利用できないのか，ある先生にいわせ

ると，もっと理屈がつくかもしれない。しかし，理屈で

なくてこの20haの山から連年かなり高い収入をあげてい

る。もちろん蓄積に比して成長量も多いようであるが，

いずれにしても，大面積といえども，小面獄の集合体で

あるから,国有林,いや札幌の山もこうしたきめの細かい

取扱いができないのかどうか，小面積皆伐穆巡統してい

って,法正林を形づくることも方法ではあるが,寄木さん

の場合は，択伐の方力城長量がよいという。これは何を

意味するのかいろいろ理学的要素もあると思うが，わた

くしは毎年全林対称に作業を行なうことは，その都度細

かい点に気づくし,手入れも行き届くことは事実である
から，この要素が澱も大きく作用するのではないかと思

う。ごく素朴な諺に｢－．の肥は主人の足あと｣ということ

がある。これをもう一度噛みしめてみたいものである。

もう少し進めてみよう．『…・寄木さん力報伐をすすめ

るもう一つの理由に労働力の問題がある。．”寄木さん

はほとんど自分一人で行なっている。その秘密は，まず

天然更新であるこの地獄雨鎚が多く，実生えがよく育つ

『ことにモミ，マツ，ヒノキは強いですね』というよう

に，山を歩いたわたくしはいたる｡ところでモミ，マツ，

ヒノキの稚樹をみた。天然更新によって，発生ぐあいを

見，悪いところ出にくいスギは補碩をする。毎年20haの

山で500本以内だという。これなら寄木さん一人ででき

る仕事の量である。もう一つ，下刈りはほとんどやらな

い。というのも，林内には上木があり，雑瀧木がはえる

までいかない。上木を伐った際林地に陽光が入って下草

が生えるとき，寄木さんはカマをかついで山へ出る，こ

んな具合なのだ。この植付けと下刈りの労力がかからな

いことが，この寄木さんの択伐林経営の大きな特長であ

る．……」ここまで読んでわたくしの頭には大畑施業実験

林が浮裁。いまは引退されている松川恭佐先生の指導の
もとに設置されたものだが，ヒバ，ブナ，ミヅナロなど

を主体とするうっそうたる森林，実験林だからといえば

それまでだが，天然更新の範とすべきではなかろうか。

余談はおいて，「･…･択伐林経営では皆伐とちがって，

一団地から多量の材がでるわけでない。そこでケーブル

を張って集材と考えては採算がとれなくなる。寄木さん

は，峰すじに林道を入れ，一昨年本誌で紹介して，諸戸

林産の山のような作業道から，ウインチあるいは，林内
作業車で引き上げ集材をしたいという…。現在は立木

で売っているため，石あたり単価も，択伐林なるが故に

おちるが，将来集材ができるときには負けない収入があ

がろう……『自然を知り自然をいかした林業，それは択

伐である』こういいきる寄木さんの林業経営は,4親模
湛労力力沙ないからといって放陵されている鍵業の所

有山林をいかすための一つの方策だと感じて…･･･」とこ

の文は終わっているが，いわゆる’小規模の農業林だか

らできる，大規模だから放っておいて自然操取的になる

というものではない。材木価格で著しい差のあるこの寄

木さんの山といまの札|幌の山ではそのまま比較できない

が，悪い条件であればあるほど，この方法に近いことを

やらなければならないのではないか。

そこで結論を出す前に，いま一つ引用させていただく

ことにする。それは林業技術誌のNo318(1968.3)耐関の

松下さんの文である。

溌後の言蕊に｢国有林よ，理論や計画におごるなかれ」
ということがある。

なるほど，国有林内部はいま技術開発について百花線

乱たる有様である。しかじながら，そのなかにどれほど

地につくものがあるかと疑問に思う。というのは，技術

開発といい，発展といっても，それが必要なのは基本と

なる林業の基盤が必要である。その基瀧づくりも技術の

一つだといえばそれにも一理がある。しかし，基盤づく

りには技術以前のものが大きいウェイトを持っている。

それは政治とか政策といわれる高い次元のものなのであ

るが，そうした面に画期的なものがあるだろうか。かり

に森林法の改正なり，経営規棋の改正なりがそうだとい

われても，どのいづれをみても．いまの札幌の山の急速

な復元には役立ちそうには思えない。

そこでまた松下さんの言をかりることにする。

｢しかし，もし国有林林業に明治以来たいした進歩がみら

れないというのが部外者のいつわらざる実感であるとす

れば，その原因はそれとは気付かれていないにしてもち

ょうど上にみたような，国有林事業における森林の取り

扱い方の粗放さが－現在の個々 の技術の変化にもかかわ

らずー旧態依然であることにあるとしなければならない

のではないか…－.｣さらに｢筆者が，国有林林業の進歩を
．●●●

もし本気で考えるのであれば，なにはおいてもまずその

森林経営単位をより小さくすること,1年1カ所の伐植

面積をより小さくすることに蛮勇を振うべきであると主

張するゆえんは，ちょうどそのところにあるのである。

しかもそのためには，必ずしも新たな個別技術の必要は
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この場合大きな資金を短期に投入するので果たして国

有林当局だけの力でできるかどうか疑わしい。そればか

りか，政治的な解決をするとすれば，この際赤裸々に実

態を明らかにして，官民一体となった再建の方途に踏み

切るべきであると思う。

すなわち，業界にしても，企業の根幹となる原材料生

産を恒久的に確保する必要性，自治体としては，地域住

民の産業，民生の安定という視点から，そして国有林当

局としては経営責任と技術的責任から，その持てる力を

結集しなければならないと思うのである。

いまさら誰の責任かなどとせんさく，なすり合いする

段階ではなくて，この道を前進し一日も早く森林内容を

充実しなければならないときである。

個別技術に不足があるとは思えない｡むしろ,それを展

開する基雛がないだけのことである｡技術開発結職,それ

を伸ばすことも結臘。しかし，原子力も兵器に使えば強

力な殺人器になるし，平和に利用すれば偉大な幸福をも

たらす。このへん誤りのないようにしたいものである。

札幌の山もここ数年が勝負である。いまのうちならま

だ回復の見込みはある。いつまでも放っておくと見かね

た民間人が解放の火の手をあげることも予測に難くな

い。このところ有力な人々の解放論がちらほら耳に入る

ので，座するに耐えない気持である。

ないのである。しかしここで国有林当事者が国有林林業

の進歩の基調を．森林の取扱いをよりきめ細かくするこ

とに置き，それを本気で実現することを決意した場合を

想像してみよう。そこではなによりもまず小面積施業を

－大面積施業と同様に能率よく一行なうという明確な目

標一至上命令一が掲げられ，そしてそれを達成するため
●●●●●●●●●

の技術一その際それは，一つの全き技術(体系)でしかあ

りえない一開発がいわば必然のものとされるであろう」

すなわちここでは，国有林の森林経営が粗放であると

いうこと，そしてもっと密度の高いものにしなければな

らないこと，そしてその形が，それだけを示すと，＜疎

林道十大型集材磯十長スパン＞集材体系はく密林道十小

型可勤集材機十短スパン＞集材体系への改善ではなくて

革新でなければならないといわれる。

さて何度も断わるけれども，札幌の山が平均蓄職で

100m恩そこそこであること，さらに全林がほぼ大差のな

い林分に低下していること，そしていま漸伐と称せられ

る増伐（？）が行なわれているとすれば，しょせんごく

近い将来に収穣の中断という状態を招きそうである。そ

してまた時開事業という皆伐一新植を行なうことにな

る。何ともいいようのない気持ちである。

なぜそうしなければならないのか，理由はいろいろあ

るであろう。しかし最も大きい理由は伐採量を一挙に減

らすことができない，また林道網を急速に拡充できない

などにあるのではないかと思われる。しかしこれらのこ

とも，林道さえ片付くなら，何とかできるはづである。

ここに問題の核心があると思う。

わたく･しは，札幌の山がこんな盗になったのは，国有

林当局の責任もあるが，しょせん政治に弱い官縦のこと

ゆえ，大半の責任は開拓政策を含めた政治責任であった

と考えている。おそらく，誰かがまとめているであろう

が，北海道林業の歴史は，収奪の歴史であったという証

拠がある点であり，札幌ではいまなお続いているという

ことである。

そこでわたくしは，改めて政治責任として，基雛づく

りのために，いわゆる難新的なしかも強力な施業を望み

たいのである。

いま二つあると思われる施業，すなわち，収穫愛の削

減と，さきに引用した高密度一小面積経営であるが，前

者は現状からいって，影響するところが大きく，いうべ

くして無理といえようが，後者の全林対象にしかも小面

職経営（個別担当面積を小さくする）に切りかえ，高密

林道のもとに，キメ細かい施業をすることは，林道開設

によって解決することであるから，比較的容易である。
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1 はじめに

採種園の造成管理についての育成事業には，埼地条件

の調整のため，開墾，草生栽培，有機物の施用，肥料の

散布，中耕などの方法を行なっているところであるが，

最近の労働力不足や，作業員の老令化などにより悩まさ

れているのが現状である。

しかしこれらの作業の中で大型機械（トラクター）作

業に切替えることにより労力の軽減できるものが多い。

当場では現在の作業中，オガクズ推肥の散布，肥料の散

布，開墾，中耕は大型機賊作業である。

また，昭和年42腱に試作した，トラクター用草刈機に
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一

ついて，本年度若干の改良を加えて実施したところ一応

所期の目的を得たので報告する。

2改良した草刈機について

草刈機の取付台は開墾用の根切機台であり，これに市

販のナタ刃廻転式の刈払機忍二連式で取付けしたもので

あり，四輪トラクターの動力をユニバーサルジョイント

で接続させたものである。（別図参照）

改良に要した費用44,880円

3刈払地（採種園）の現況

刈払箇所は採種園であるため大部分は開墾して，ラジ

ノクローバー，オーチャードグラスなどの牧草を栽培し

ており，年3～4回の刈払が必要である。

この現況は第1表のとおり。

4刈払の実施方法，

刈｢|]は四輪トラクターの車輪巾の中で1.2mである。

これを植栽間隔に応じて何往復か行ない，縦横に刈払う

もので植栽木の回りが若干残るから人力で補助作業をす

る必要がある，これはha当たり約2人を必要とする，刈

払いの高さは後部の車輪で調節できる，（写真参照）

5実施結果

植栽木の回りなど細かい作業はできないが，下表に示

すとおり，従前の刈払機(ブッシュクリーナー)と比して

労力で35％の省力ができ,経蟹では23％の節減ができた。

トラクターの償却費については稼働日数によって下刈

りと，他作業とに接分したものである。

旧苗畑の跡地や，トラクターの入れる地形で根株の少

ない採種穂園では十分活用できるものと思う。

草刈機外形寸法図 111位、m
一
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があるようです。またこの樹木が日本に渡来したの

は，明治19年に田代安定氏がロシアのピータースブル
〔街路樹シリーズその14〕

グ園芸博覧会事務官として滞在中同国政府より種子を
ポプラ

もらいうけ，それを持ち帰り各地に種子を分配したの

が初めといわれております，

：ポプラと聞けば，皆さんはすぐ，あの特長のある狭

き円錐型の樹型で，空を突きききえているような姿の樹

；木を思い浮かべる事でしょう。この樹木は，ヤナギ科

《の一種で，アメリカヤマナラシの変種の事をいうので
少

；す。この樹木も，落葉喬木であり，適地に植え付ける

ミと，高さ40m,幹回り3m以上にも達するようです。
；また，5～6年位で高さ9mも成長するなど成長が

i早いこともこの樹木の長所であり，同時に欠点ともい

きえるのです。したがって，あまり都心のように架空線
訳

；（脳線及電話線等)の多い所では,街路樹としては

；不向きのようです。その上，この樹木の上長成長を止
よ

；めたりすると，根元から多数の萠芽が出たり，浅根性

＃のため耐風力に弱いことや，スズカケ同様アメリカシ
寺

ゼロヒトリの好餌植物であることは忘れることができま

ずせん。その外のことについては，土質を選ばず，煙
よ

；害,排気等公害にも比較的強く，水湿に耐えるなど，
：悪条件の場所に耐えるので，この長所と短所を利用

心

；し，埋立地,､埠頭,工場椛内等，植物の生育困難な所

《で，緑陰を望めるような場所などに植栽するには大変

；役立つ樹木です。現在千蕊県め船橋付近の埋立地にあ
f

§る工場地帯の道路に植栽されておりますが，よくこの
＃樹木の特長を利用した植栽と思っております。この樹
も

§木の原産は不明で欧州説と，ヒマラヤ地方だとする説
e令.oQo6､いゅ･＄.DC｡Qも▲､ももe*･も争●｡p令鉛Bqqも，、勉設･名qも.｡武ら.･0%･Qa貼争，｡.F･ひ｡$もp･･もeも｡。｡.･･｡q寺賭0J分.｡･･･b･oもF口先タク｡､設い､｡･も&｡

′ 日光街道

文・写真落合和夫（東京都・道路工事部）
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会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領により振ってご寄稿下さい。会員

の投稿によって誌面が賑うことを期待しております。

四技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか
りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく
省いて下さい。〔400字詰原稿用紙15枚以内（刷り上がり3ページ以内)〕
圃林政や技術振興に関する意見，要望，その他林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌に
ついての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結描です。

[400宇詰原稿用紙10枚（刷り上がり2ページ)]
口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。
ロ図，表，写真などを入れる場合は，上記内の制限字数から一枚について400¥:づつ減らしてお書き下さい。
口原稿には，住所，氏名および職名（または勤務先）を明記して下さい。
口原稿の採否，掲戦のI時期については，編集室にお任かせ下さい。長すぎる原稲は紙面の関係で掲載できませ
んので，お返えしするか，圧縮することがあるかもしれませんからダご了承下さい。

口掲戦の分には，薄謝を贈呈いたします。
口送り先東京都千代田区六番町7郵便番号〔102〕日本林業技術協会締集室
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力，満足感，悲しみ，願いや希望，

と一体となってわたくしたちにせま

ってくる。読者は先生が写真の中に

見いだした感激と労苦を惜しみなく

わかぢ合うだろう。それは空中写真

に関係ある人にはもちろん，まった

くそれを知らなかった人々にとって

も，今後の生活により豊かな視野を

もたらすにちがいない。

「ひょうてい先生」とは，いうま

でもなく「西尾元充氏」のことであ

る。十年を越える長い努力をこめて

今この本を世に送り出された先生の

願いを思うとき，わたくしはふと目

頭に熱さを覚えるのである。

より新しい林業の歩みのために，

写真利用の一そうの発展を期待する

わたくしは，本書の出版を写真に関

係ある人々のみならず，すべての方

々に心からよろこんでお知らせした

いと願っている。

中島巌（林試・航測研究室長）

ターンによせて，先生は地形と地図

と，そして空中写真の世界へとわた

くしたちを導いてゆく。

8章にわけられた内容は，始めの

四つの章で生活と写真とのつなが

り．，物体の量を測り性質を求める最

新の写真技術，まさに「国の生産力

から市民のふところまでを空から測

る技術」のすべてを紹介するが，黒

四ダム，ミサイル基地の測定ある

いは新潟地霞の解析，などと，先生

が自ら手がけた数多い事例には力強

い説得力がある。後の四つの章では

これに至るまで過去，現在の道のり

が未来につながる過程として描かれ

ており，第二次大戦中やベトナム戦

などの実戦には，始めてヴェールが

脱がされた秘話も多く，これらはノ

ンフィクションとしてもすばらしい

効果を上げている｡

本書のすみずみから，先生の写真利

用に対する確信が，生涯をかけた努

の

認命

空中写真の世界一

中公新書186

西尾元充著230円

「ひょうてい先生」は，自分が今

､まで，力いっぱい切り開いてきた写

真判読の生涯をふり返った時，物事

がわかりやすく説明されないために

どれだけの無駄をしなければならな

かったか，また写真の利用そのもの

が正しく理解されていないためにい

かに多くの障害をのり越えねばなら

なかったか，を考えてガクゼンとし

た。そして『この無駄をこれからの

人にはきせてはならない，広い世間

,に写真利用のありのままを訴えねば

ならない」と心の底から思った。こ

の念願をこめて世に送られたのが本

書である。

本書では写真の利用が技術屋の世

界としてでなく，真実の記録として

!映し出されている。

そこには，よくあり勝ちな抽象的

.な説明や数字は片鱗すらもなく，生

､き生きとした逸話や実例が，過去か

ら現在まで，そして未来にまで至る

写真利用の物濡をくりひろげてい

る。

その物語は羽田空港を離陸する空

の旅から始まる。足下に広がる美

しい国土ゆるやかに移り変わるパ

△・竺一＝・一口｡，｡｡■一・口．凸△・‐･･･・唾、｡・・、--‐“一．-－一ローー．』，－．ヨーーニ■ローーー，‘．。‐▲▲△幽竺■一旦ﾛQ・ど凸ﾛ･画ムョーと一一・配合--凸･理__旦哩ﾛﾆｰｰ§■§舎毎全
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下記の本についてのお問い合わせは，当協会へ

古書はとかく売切れになりやすいので，ご注文は前金でなしに，お申し込みに
対し在庫の有無，送料をご返事いたしますから，それによってご送金下さい。

琶匡童巨ヨ
ー

名 者書 箸

25頁昭28300円

456頁600円

495頁昭37500円

89頁昭23300円

56頁600円

221頁1,000円

国有林の労務概要山本熊男

実用造林学山内俊技

実用育林要説（三訂版）山内倭文夫

日本森林文化論山内倭文夫

噌講勢蕊蕊難現状山内倭文夫
霧蕊認脅蕊藤離山畑一善
業

山形県に於ける不成績造材鈍山形県国有林野
及び有用造林樹種に関する調経営協議会
査研究報告書

朝鮮産主要林木の播種造林試山林逼
験

朝鮮産木材の識別法（公孫樹山林遜
及松柏類）．

朝鮮産木材の識別法(穀斗科）山林暹

朝鮮木材の識別山林遜

５
５
６
５
５

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｐ

P5

B568頁昭30600円

q

P5111頁昭101,000円

56頁500円

8須昭83,000円

471頁26,000円

５
５
５

Ｂ
Ｂ
Ｂ
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第16回林業写真コンクール選評

この写真コンクールは今年で16回を迎えることになっ てもらいたい。

たが，審査にわたくしが立ち合うようになってからでさ

えもすでに10年以上になる。

その間に応募作品の鉦や質が年々向上していった。初

めのころは営林局署や，県の林業関係の人たちによる応

募作品が多かったと記憶している混最近は林業関係以

外の，いわゆる一般アマチュア写真家の応募作品が圧倒

的に多くなった。本写真コンテストの主旨からいっても

喜ばしい現象である。

応募作品の中には，例によって｢EIb山杉」に関するも

の,[いかだ」に関係のものが非常に多かったし，また

それらの作品は一応の水準をゆくものであった。しかし

例年の選評に述べてきたように，類似的なものはよほど

勝れていない限り二番煎じになることを覚悟しなければ

ならない。

第2部の組写真の応募数もなかなか多かったが，残念

ながら組写真の本質をどの程度理解しているか疑問を感

じさせられた。一枚の写真ではどうしても表現しきれな

いもの,あるいは一枚よりも何枚かの写真で見せた場合，

より効果があるということが，まず組写真の出発点であ

る。ところが多くの場合は後者の方を誤解して，なんで

もかんでも，枚数をふやせばそれが組写真と思いこまれ

ているように感じられる。紙数が足りないので，詳しい

ことは書けないが，組写真として応募してきた数枚の作

品のうちの，1点だけを第1部に応募したら上位入選ま

ちがいなしというのが相当数あった。これは辮査員一同

の一致した意見である。組写真の根本的なものを研究し

第1部の特選「吹雪く山路」は細い林道を腰をかがめ

てゆく老人によって，画面がひきしまり内容がぐんと高

まった。風雪幾10年，いまはすくすくと雄々しく伸びて

いる杉の林も，そのかげには人間の幾多の苦労があった

に違いない。そんな心理的なことすらも感じさせる作品

である。

一席の「雪のドングリの木の上で親子3匹」突然おそ

った雪に，2匹の子猿をしっかとかかえた母猿，ドング

リの木の枝のこの3匹はちょっと見には，いが栗のよう

にも感じられる。いつでも撮れるという作品でなく，そ

のチャンスを捕えた努力を買いたい。「銘木市jは若干

の難点はあったがそのセンスを買った。

「パルプチップの山」は画面拙成のうまさを感じる。

第2部特選の「松原を守る人々」は文句なしにすぐれ

た組写真である。全画面にあふれるヒューマンさは，と

りもなおさず作者の心でもあろう。『森林限界のアカエ

ゾマツ」は美しい作品であるが組写真としては一考を要

する。

第3部(カラースライド)は今年は不作であったが,｢雪

国の造林技術を考えよう」の努力作がわずかに救いであ

った。応募作品中1枚ものが多かったのは募集要綱の読

み違いからのものと思うので注意してもらいたい。

八木下弘

（林野庁・林政課）

第16回林業写真コンクール入選作品一覧表

1，第1部（一枚写真）

賞 |氏名’住
特選

(林野庁長官賞）

席

(林野庁長官賞）

〃

席

(日本林業技術協会賞）

奥幸男

石川順三郎

北村正人

井原祥隆

青木恵一

福間秀典

京都市南区吉祥院井の口町62

豊中市宮山町2-129

大阪市西区九条新道1－50

静岡県伊東市松原伊勢町397

札幌市平岸三条8丁目

大阪市住吉区西住之江町1－3

－38－

所 題 名

吹雪く山路
雪の日ドングリの木の上で
親子3匹
銘木市

パルプチップの山

薬剤散布

合蟻造りと造林

、

~

ル
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鈴木保之I

灌裂｜
小杉伸一

隅田行男

和田広吉

萱原正信

渡辺澄

福島敏明

和気辰夫

河村重信

加藤元則

藤森寿男

岩下一行

戸田泰人

鍛治沢紀一

植松茂

成影章治

島田克己

青木恵一

薄田節男

〃

河原比呂司

伊室章臣

〃

玉田．豊彦

篠原隆平

柳沢基恵

蔭山賢二

金井征二

鈴木重男

丸谷紅珠

佐藤利嗣

埼玉県川越市今成605-13

翌橋市牛川町字南郷11－1

川口市仲町2-200

札幌市南2条西22丁目

白梅の樹の下で

フォークダンス

いかだ師

積雪調査

合板建築

冬の森

京都北山杉にて

ハイキング

天然林を走る林道

フクロウの御宿

春を待つ山純

木引き職人

砂防林

老木と猿

春を待つ材料

樵と造林運扱

雪の湖畔にて

休息

大工にはげむ人

除草

木材を運ぶ人

冬の貯木場にて

北山杉の印象

|割り目

|切口
|貯木場
|白い杉
収穫

みがき丸太

シイタケA

下駄工場にて

最初の一本

薪運び

席
作

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″

三
佳

広島県安佐郡可部町河戸県営住宅9－1

横浜市鶴見区東寺尾町1472

大阪市東淀川区元今里南通3－11

愛知県知多郡大府町織根山の後138

静岡県磐田郡水寒町大原察内

栃木県塩谷郡塩谷町熊ノ木

京都市伏見区納所睦町30

豊橋市牛川町字南郷11－1

千葉県館山市相浜41

青森県むつ祠il守町3－ユ清明寮

豊橋市東田町東前山Ⅳ－19

木仲里市琴似8軒10条東2丁目

青梅市吹上267

京都市北区紫野大野大徳寺町

福岡市簑島本町九組

札幌市平岸三条8丁目

小樽市南高島町75
〃

京都市南区吉祥院西定成町13

福岡県中間市大字中間通谷団地2－25
〃

兵庫県揖保郡太子町鯉新町495

"II県丸亀市柞原町1147

長野県諏訪市大和区23

塁田区亀沢1-号27-13

群馬県富岡市七日市1086-3

福島県伊達郡国見町藤田槻月台1

函館市港町3丁目11審9号乾容子方

青森市筒井桜川450-2

一

口

一

J －

2．第2部（組写真）

所 名題

松原を守る人々

海岸砂地造林

森林限界のアカエゾマツ

造船

シイタケ栽培

材木市の日

賞 ｜氏名’ 所

ニユ 席 ｜雪国の造材妓術を考えよう福島市黒岩上ノ町11
－

－39－

、

根本則男

題名
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一
一

第24回総会(通常)とその他の行事開催について

次のとおり開催いたしますから多数ご出席下さるようお願い申し上げます。

社団法人日本林業技術協会

1．とき昭和44年5月28日午後1時

2．ところ東京都千代田区永田町1丁目11番65号全国町村会館9階ホール

3．会議の議題

第1号議案昭和43年度業務報告ならびに収支決算報告の件

第2号議案昭和44年度事業方針ならびに収支予算の件

第3号議案昭和44年度借入金の限度額の件

第4号議案その他

4．表彰

第2回林業技術奨励賞受賞者の表彰

第15回林業技術賞受賞者の表彰

第15回林業技術コンテスト受賞者の表彰，

永年勤続職員の表彰

5．林業技術奨励賞，ならびに林業技術賞受賞者要旨発表

なおこの総会にひきつづいて藤岡光長覚授与式と授賞者の講演が行なわれます。

その他の行事
ヴ

5月26日9.00～17.00林業技術コンテストところ東京営林局

5月27日14.00より支部幹事打ち合わせ会ところ本会会議室

5月27日9.00よりコンテスト参加者都内施設見学および懇親会

一B

必

協会のうごき
●●babgbのも’0F,pbPbPb"､ー デ一Fで『マデーニマニ.F司壹

昭和44年度第1回常務理事会を4月24日（木）12時より

本会会議室において開催した。

議題

D本会運営について

⑳第16回林業写真コンクール入選作決定報告

3）第24回総会（通常）行事

4）林業技術賞，林業技術奨励賞，推選件数12件

5月14日審査会

5）林業技術コンテスト発表者参加者10名

5月26日（総会2日前）発表会

出席者（敬称略）

常務理事伊藤，神足，徳本，山村

参与大塚，末広(代)，柿沼(代)，南里(代）

本会から蓑輪，小田，成松，松川，吉岡，土江

△林業技術編集委員会△

4月11日(金)本会会議室において開催

出席者：山内，山口，中村，雨宮，浅川，畑野，中野の

各委員と本会から小田，吉岡，八木沢，石橋

昭和44年5月10日発行

林業技術第326号

編集発行人蓑輪満夫

印刷所大日本印刷株式会社

社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7(郵便番号102）

逓話（261）5281(代)～5
（握替來京60“8審）

発行所

’
－40－
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監 修

編集

B5版

定価

林野庁

日本林業技術協会

245ページ

900円（〒実費）

|林業技術事例集’

一

本書には伐木運材，治山，林道等の現場における50余の事例が収録され現場の方々にはもちろん，

指導的立場に立つ方々にも，まことによき指導書であります。

著者

定価

中曽根武夫

450円P152|航空写真測量ﾃキスト ’
著者は斯界の権威，しかも永年の経験から空中写真に対しきわめて平易に，かつ要領よく解答を与

え，また最近における空中写真を用いた森林調査の方法ならびに林道，治山事業への利用などを実

に手ぎわよく，解説した待望のテキストであります。
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1969年度版『山火予知ポスター』の図案ならびに標語を

募集いたします。

⑭募集〆切期日および送付先

(f)〆切期日昭和44年7月15日

（ﾛ）送付先

東京都千代田区六番町7番地日本林業技術協会

、入賞者には，賞状および記念品を贈呈

1等2名日本林業技術協会理事長賞

副賞として10,000円程度の記念品

2等3名同上

副賞として5.000円程度の記念品

佳作若干名に記念品

⑳ポスター作成

特に優秀なものは，本年度山火予知ポスターとし

て使用する。

●作品の要領

9）要旨

創作に限る。

(句用紙の大きさと色彩

大きさ縦37m】，横21cmを標準とし，たてがきと

する。（予知紙を入れる窓（8皿×8･Cm)を必ず

作ること）

色潅7色以内。ただし，山火予知標示色，明る

い紫味青，にぷ青味紫，灰味赤紫，にぷ赤紫の

4色は必ず使用のこと。（油彩，水彩クレヨン

何でも可）

なお,山火危険全国推移図も，とり入れること。

見本は各支部に配布してあります。

”標語（山火予防）について

文語，口語，長さも自由。ただし，山火予防，

森林愛護を強調した適切なもの。

心土坐
I

㈲作品の裏面にも住所， 氏名を必ず明記のこ

山林火災予防を国民一般に周知徹底させ,森林と。耆
＝

三
一

＝

＝ ＝＝

愛謹の必要性を強調したもの。ただし未発表の冒匡
ー
ｰ

言 ＝

壱
二
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地球出版の図書
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林分密度管理の基礎と応用ﾆー
ニー －

＝

電開珊朋朋叩刑BIN剛胆Iﾛ伽皿叩ﾛ肌ﾛ朋閲IH閲肥ﾛ加皿ﾛ朋朋ﾛ朋朋皿珊加ﾛ朋朋朋朋叩朋I肥ﾛ珊加囲朋ⅦIⅧ加ﾛ侭

しり

，林業試験場只木良也著定価350円126頁

本書は密度問題の本質を知る上にも亦施業実行の手引書としてもまことに

好適の指導書であります。

目次．

’
I密度管理とは何か

I森林での物質生産のしくみ

Ⅲ密度効果の基礎

W密度効果の林業への応用

V林分密度管理図の応用

Ⅵ今後の密度管理のありかた

東京都千代田区六番町7
日本林業技術協会

電話261-5281振替東京60448
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ススキ防除の特効薬

フル〃ヅヮ
１人手のないとき大助かり・・・・・・・・・・

1回の処理で2年も効きます。
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アブラムシ・ダニ退治に…エカチンTD

⑳
三共携裁吾就
農薬部東京都中央区銀座束3の2
支店営案所仙台･名古屋･大阪･広島･高掻

北海三共株式会社
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日本林業肥料株式会社 腐植を含み両

地力を増進する東京都港区芝琴平町35番地4

TEL(･501)9223,9226,9556
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マンソーメーカー・マツカラー最大のチ世界 昭
和
四
十
四
年
五
月
十
日

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日

'69年v籾加苛一

静力､なチェンソー

マツカラーチェンソ－10シリーズ

に安全、快適なお仕事を約束する

マッカラー独自の優れた特長がま

たひとつ加えられました。

それは世界で初めて騒音を半減す

る低音マフラー“サウンドサイレ

ンサー”がついたことです。

発
行

第
三
種
郵
便
物
認
可

■
１
１
１
１

（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

|マ唖加苛-子土方W－l加
且

米国マッカラー社日本総代理店

圭而宮商で舌瓜株式宮商圭而で五会社

本社･小樽市稲魂2丁目1番1号電話0134(4)1311MO
支店･東京都中央区日本橋1丁目6番地(北海ピﾙ）電話03(273)7841WD
営業所･小樽市稲穂2丁目1番1．号篭話0134(4)131166
盛岡市開運橋通3¥41号〈第一ビﾙ）電茜0196(23)427IIO
郡山市大町1丁目14r4号電話02496(2)54IMU
東京都江東区東毘2丁目4番2号電話03(M5)715IM6
大阪市北区西堀川町18番地(高楊ビﾙ東館）電話06(361)917W6
福岡市赤坂1丁目15番地4号(菊陽ビﾙ）電話鯛2(75)5095IO

カタログ進呈・誌名ご記入下さい。

シゴ丘△唖生年一』､8,」ﾄq秀』、
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ポケットコン少ゼスの代表牛方式カゴ

更に一歩前進しました.／

鬘壼三 第
三
二
六
号

蕊 ＃
史劇

S－28牛方式正像
ポケットコンパス

S－32牛方式筒型
ボケ･ソトコン〃くス

S－27牛方式全円
ポケットコンパス

■望潭鐙は12倍にポケットコンパスに正立プリズム光学系を採用し、
倍率で20％、明るさで60％の向上を果しました。これによって一般観
測、スタジア測蚤共に大へん見易くなり薄暮の測量も可能です。

定
価
百
三
十
円
送
料
六
円

■望遠鏡の長さは120蹄にピニオン繰出装置を採用、全器種につい

て調整装麓の人間工学的な改善を図り､使いやすく操作性を一層高めまし
た。

■オーバック装罐をトラコンに5分読水平分度が帰零式になりまし
た。オーバックプラ二メーターは絶大なご好評をいただきましたが、
トラコンのオーバック（帰零）は測角を極めて容易迅速に行います。 ’

血牛方商会鮮細カタログ
ご入用の節は

酷名記入の上
ご用命下さい。
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